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第 1.13－9 図 可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大

型ポンプによる 

代替淡水貯槽への補給（淡水／海水）タイムチャート（1／2） 
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型ポンプによる代替淡水貯槽への補給（淡水／海水）タイムチャ

ート（2／2） 
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  ・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 
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第 1.13－11 図 可搬型代替注水大型ポンプによる西側淡水貯水

設備への補給（淡水／海水）タイムチャート（1／2） 

 
 

第 1.13－11 図 可搬型代替注水大型ポンプによる西側淡水貯水

設備への補給（淡水／海水）タイムチャート（2／2） 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，大量送

水車及び大型送水ポン

プ車を使用した補給手

順を整備 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，大量送

水車及び大型送水ポン

プ車を使用した補給手

順を整備 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，復水貯

蔵タンク（自主対策設

備）に代替淡水源（措置）

からの補給手段を整備 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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  ・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，淡水補

給の実効性を考慮し，淡

水タンク（自主対策設

備）への補給より重大事

故等対処設備の水源で

ある低圧原子炉代替注

水槽への補給又は原子

炉等への直接注水を選

択 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

第
1.
13
.3
1
図
 
淡
水
貯
水
池
か
ら
淡
水
タ
ン
ク
へ
の
補
給
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-505



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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  ・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 ①の相違 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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1.13-507



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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1.13-509



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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1.13-511



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

第 1.13－12図 原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への 

注水時の水源の切替え概要図 

 

 

 

 

 

第 1.13－13 図 原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への

注水時の水源の切替えタイムチャート 

 

 

 

 

第 1.13－32図 原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への 

注水時の水源の切替え 概要図 

 

 

第 1.13－33図 原子炉隔離時冷却系による原子炉圧力容器への 

注水時の水源の切替え タイムチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の水源切

替えについて記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-512



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－14 図 高圧炉心スプレイ系による原子炉圧力容器への

注水時の水源の切替え概要図 

第 1.13－15 図 高圧炉心スプレイ系による原子炉圧力容器への

注水時の水源の切替えタイムチャート 

第 1.13－34図 高圧炉心スプレイ系による原子炉圧力容器への 

注水時の水源の切替え 概要図 

第 1.13－35図 高圧炉心スプレイ系による原子炉圧力容器への 

注水時の水源の切替え タイムチャート 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系の水源切

替えについて記載 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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第 1.13－16 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（1

／5） 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 対応手段における対

応設備の相違 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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第 1.13－16 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（2

／5） 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 対応手段における対

応設備の相違 

1.13-515



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.13－16 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（3

／5） 
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・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，復水貯

蔵タンク（自主対策設

備）への補給を整備 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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第 1.13－16 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（4

／5） 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 対応手段における対

応設備の相違 

1.13-517



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－16 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（5

／5） 

・記載表現の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，第

1.13－32 図にまとめて

記載 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－37図 ろ過水タンクからの各種注水ルート図 

1.13-519



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－38図 ろ過水タンクから第１ベントフィルタスクラバ

容器への補給ルート図 

1.13-520



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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第 1.13－17図 ホース敷設図（西側淡水貯水設備を水源とした可

搬型代替注水中型ポンプによる送水）（1／2） 

第 1.13－39図 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から

の各種注水ルート図 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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第 1.13－17図 ホース敷設図（西側淡水貯水設備を水源とした可

搬型代替注水中型ポンプによる送水）（2／2） 

第 1.13－40図 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から

第１ベントフィルタスクラバ容器への補給ルー

ト図
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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第 1.13－18図 ホース敷設図（代替淡水貯槽を水源とした可搬型

代替注水大型ポンプによる送水）（1／2） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－18図 ホース敷設図（代替淡水貯槽を水源とした可搬型

代替注水大型ポンプによる送水）（2／2） 

1.13-524



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－41図 純水タンクからの各種注水ルート図 

1.13-525



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－42図 純水タンクから第１ベントフィルタスクラバ容

器への補給ルート図 

1.13-526



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－19図 ホース敷設図（海を水源とした可搬型代替注水大

型ポンプによる送水）（1／2） 

第 1.13－43図 海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ

車又は大量送水車（２台）による各種注水ルート

図 

1.13-527



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－19図 ホース敷設図（海を水源とした可搬型代替注水大

型ポンプによる送水）（2／2） 

1.13-528



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－20図 ホース敷設図（西側淡水貯水設備を水源とした可

搬型代替注水中型ポンプによる送水） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－21図 ホース敷設図（代替淡水貯槽を水源とした可搬型

代替注水大型ポンプによる送水） 

1.13-530



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
 

 

第 1.13－22図 ホース敷設図（淡水タンクを水源とした可搬型代

替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによる送水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.13-531



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－23図 ホース敷設図（西側淡水貯水設備を水源とした可

搬型代替注水中型ポンプによる代替淡水貯槽への補給） 

第 1.13－44図 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を 

水源とした大量送水車による低圧原子炉代替注

水槽への補給ルート図 

1.13-532



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－24図 ホース敷設図（淡水タンクを水源とした可搬型代

替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによる代替淡水

貯槽への補給） 

第 1.13－45図 淡水タンクを水源とした大量送水車による 

低圧原子炉代替注水槽への補給ルート図 

1.13-533



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－25図 ホース敷設図（海を水源とした可搬型代替注水中

型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによる代替淡水貯槽への

補給） 

第 1.13－46図 海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ

車又は大量送水車（２台）による低圧原子炉代替

注水槽への補給ルート図 

1.13-534



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－26図 ホース敷設図（代替淡水貯槽を水源とした可搬型

代替注水大型ポンプによる西側淡水貯水設備への補給） 

1.13-535



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－27図 ホース敷設図（淡水タンクを水源とした可搬型代

替注水大型ポンプによる西側淡水貯水設備への補給） 

第 1.13－47図 輪谷貯水槽（東１）又は輪谷貯水槽（東２）から

輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への

補給ルート図 

1.13-536



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

1.13－28図 ホース敷設図（海を水源とした可搬型代替注水大型

ポンプによる西側淡水貯水設備への補給） 

第 1.13－48図 大型送水ポンプ車又は大量送水車による輪谷貯

水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への海水補

給ルート図 

1.13-537



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－49図 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水

源とした大量送水車による復水貯蔵タンクへの

補給ルート図 

1.13-538



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－50図 淡水タンクを水源とした大量送水車による 

復水貯蔵タンクへの補給ルート図 

1.13-539



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1.13－51図 海を水源とした大量送水車又は大型送水ポンプ

車による復水貯蔵タンクへの補給ルート図 

1.13-540



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添付資料 1.13.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（1／9） 

添付資料 1.13.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(１／８) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（1／8） 

1.13-541



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（2／9） 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(２／８) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 柏崎 6/7は，重大事故

等対処設備の水源を水

源とした対応の記載な

し 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ⑯の相違 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 柏崎 6/7は，代替淡水

源（措置）を水源とした

対応について，審査基

準，基準規則と対処設備

との対応表(2/8），(3/8）

及び(4/8)に記載 

 

1.13-542



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（2/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（3／9） 

 

 ・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，代替淡

水源（措置）を水源とし

た対応について，審査基

準，基準規則と対処設備

との対応表（２／８）に

て記載 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，重大事

故等対処設備の水源を

用いた対応について，審

査基準，基準規則と対処

設備との対応表（２／

８）にて記載 

・運用の相違 

【東海第二】 

③の相違 

 

1.13-543



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（3/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（4／9） 

 

 ・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，代替淡

水源（措置）を水源とし

た対応について，審査基

準，基準規則と対処設備

との対応表（２／８）に

て記載 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ろ過水

タンクを水源とした対

応について，審査基準，

基準規則と対処設備と

の対応表（２／８）にて

記載 

 

1.13-544



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（4/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 ②の相違 

1.13-545



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（5/8） 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（5／9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(３／８) 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

⑨，⑩，⑪，⑫，⑬の

相違 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 東海第二は，ほう酸水

貯蔵タンクを水源とし

た対応について，審査基

準，基準規則と対処設備

との対応表（6/9）にて

記載 

1.13-546



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（6／9） 

 

 ・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ほう酸

水貯蔵タンクを水源と

した対応について，審査

基準，基準規則と対処設

備との対応表（４／８）

にて記載，重大事故等対

処設備の水源である低

圧原子炉代替注水槽へ

の海水補給及び淡水タ

ンクからの補給手段に

ついて，審査基準，基準

規則と対処設備との対

応表（４／８）にて記載 

1.13-547



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（6/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（7／9） 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(４／８) 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 ②の相違 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 

 

1.13-548



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（7/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ⑭の相違 

 

1.13-549



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

  

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(５／８) 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，復水貯

蔵タンクへの淡水及び

海水補給の手段を整備 

1.13-550



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（8/8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（8／9） 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(６／８) 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(７／８)  

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，重大事

故等対処設備の水源で

ある低圧原子炉代替注

水槽へ補給する水源の

切替え手段を整備，④の

相違 

・設備及び運用の相違 

【東海第二】 

 ④の相違 

・記載方針の相違  

【柏崎 6/7，東海第二】  

 島根２号炉は，ＤＣＨ

シナリオにおける，外部

水源から内部水源によ

る切り替えを記載 

1.13-551



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（9／9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(８／８) 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，技術的

能力審査基準と適合方

針を記載した表を掲載 

 

1.13-552



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 電源構成の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-553



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
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1.13-554



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 電源構成の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-555



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.3 

自主対策設備仕様 

 

添付資料 1.13.3 

自主対策設備仕様 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，自主対

策設備について設備仕

様を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-556



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料 1.13.3-1 

重大事故対策の成立性 

1.防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)による送水 

 

(1)防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)による送水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，防火水槽を水源とした可搬型代替注

水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による送水が必要な状況にお

いて，接続口(ホース接続箇所)及び水源を選定し，送水ル

ートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，防火

水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)により送水する。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

 

 

c.必要要員数及び時間 

防火水槽を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又

は A-2 級)による送水に必要な要員数，時間は以下のとお

り。 

 

 

必要要員数:｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)1 

台又は 2 台使用の場合｣2 名(緊急時対策要員) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)3 

台使用の場合｣3 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)1 

台使用の場合｣110 分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)2 

台又は 3 台使用の場合｣125 分(実績時間なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，代替淡

水源（措置）を水源とし

た記載は，添付資料

1.13.4-1に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-557



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  :可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具(オス・

メス)であり，容易に実施可能である。また，

作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，

十分な作業スペースを確保している。 

 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-558



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料 1.13.3-2 

2.淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への

送水 

（あらかじめ敷設してあるホースが使用できる場合） 

(1)淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)へ

の送水 

（あらかじめ敷設してあるホースが使用できる場合） 

a.操作概要 

淡水貯水池から防火水槽の間にあらかじめ敷設してある

ホースの水張りを行う。 

水張りを行うとともに，淡水貯水池からあらかじめ敷設

してあるホースの敷設状況に異常がないことを確認，所定

の場所においてホース及びホース接続治具（淡水）を敷設

し，弁開操作により可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)への送水を開始する。 

b.作業場所 

屋外(淡水貯水池，防火水槽付近) 

c.必要要員数及び時間 

必要要員数:2 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)1 台又は 2 台使用の場合｣110 分(実績時

間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)3 台使用の場合｣125 分(実績時間なし) 

d.操作の成立性について 

作業環境:夜間での作業の場合は，ヘッドライト及び懐中

電灯にて作業を行う。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

移動経路:基本徒歩での作業を想定している。(道路が健

全の場合は車両を使用する) また，現場への移

動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  :弁の開閉操作に特殊な操作はなく，ホースの接

続も汎用の結合金具(オス・メス)であり，容易

に実施可能である。また，作業エリア周辺には，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 柏崎 6/7は，高低差を

利用した水頭圧により

送水を行うため，ポンプ

は不要，②の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-559



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

支障となる設備はなく，十分な作業スペースを

確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-560



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添付資料 1.13.3-3 

3.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2

級)による送水（あらかじめ敷設してあるホースが使用できる場

合） 

(1) 淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は

A-2 級)による送水（あらかじめ敷設してあるホースが使用で

きる場合） 

a.操作概要

緊急時対策本部は，淡水貯水池から防火水槽の間にあら

かじめ敷設してあるホースを使用し淡水貯水池を水源とし

た可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による送水が

必要な状況において，水源の確保（淡水貯水池から可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水），接続口(ホ

ース接続箇所)を選定し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，淡水

貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)により送水する。 

b.作業場所

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

c.必要要員数及び時間

淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級

又は A-2 級)による送水（あらかじめ敷設してあるホース

が使用できる場合）に必要な要員数，時間は以下のとおり。 

必要要員数:｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)1 

台使用の場合｣2 名(緊急時対策要員) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)2 

台又は 3 台使用の場合｣2 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)1 

台使用の場合｣115 分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)2 

台使用の場合｣125 分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)3 

台使用の場合｣140 分(実績時間なし) 

d.操作の成立性について

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

②の相違

1.13-561



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  : 可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具(オス・

メス)であり，容易に実施可能である。また，

作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，

十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-562



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4-1 

重大事故対策の成立性 

 

1. ろ過水タンクを水源とした大量送水車による送水 

(1) ろ過水タンクを水源とした大量送水車による送水 

 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，ろ過水タンクを水源とした大量送水車 

による送水が必要な状況において，接続口（ホース接続箇所）

及び水源を選定し，送水ルートを決定する。現場では，指示

された送水ルートを確保した上で，ろ過水タンクを水源とし

た大量送水車により送水する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外(原子炉建物西側周辺，原子炉建物南側周辺，取水箇所 

（ろ過水タンク））周辺) 

 原子炉建物付属棟１階（非管理区域） 

 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

(a) ろ過水タンクを水源とした大量送水車による原子炉建

物西側接続口，原子炉建物南側接続口又は原子炉建物内

接続口を使用した送水 

ろ過水タンクを水源とした大量送水車による送水（原

子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子

炉格納容器下部への注水，原子炉ウェルへの注水及び燃

料プールへの注水／スプレイ）として，原子炉建物西側

接続口，原子炉建物南側接続口又は原子炉建物内接続口

を使用した送水に必要な要員数，想定時間は以下のとお

り。 

必要要員数   ：「原子炉建物西側接続口を使用した場合」

12名(緊急時対策要員 12名) 

「原子炉建物南側接続口を使用した場

合」12名（緊急時対策要員 12名） 

「原子炉建物内接続口を使用した場合

（故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響がある場合）」12

名（緊急時対策要員 12名） 

想定時間   ：「原子炉建物西側接続口を使用した場合」

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，ろ過水

タンクを水源とした可

搬型設備による原子炉

等への注水手順を整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-563



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２時間 30分以内（所要時間目安※１：２

時間 10分） 

「原子炉建物南側接続口を使用した場

合」２時間 30分以内（所要時間目安※１：

２時間 10分） 

「原子炉建物内接続口を使用した場合

（故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響がある場合）」３

時間 10分（所要時間目安※１：２時間 46

分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物西側接続口・南側 

接続口周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策

所～第４保管エリア） 

●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，

所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安

10分（第４保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定

時間 55分，所要時間目安 34分 

・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～原子

炉建物西側周辺，原子炉建物南側周辺） 

・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所

要時間目安 30分（原子炉建物西側接続口・南側接

続口周辺） 

●送水準備（送水ヘッダ～原子炉建物西側接続口・南

側接続口）：想定時間 30分，所要時間目安 26分 

・送水準備：所要時間目安 20分（送水ヘッダ～原子

炉建物西側接続口・南側接続口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：原

子炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物内作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

●ホース積込み，運搬：想定時間 25分，所要時間目安

25分 

・ホース積込み：所要時間目安 15分 

・移動：所要時間目安 10分（第４保管エリア～タービ

ン建物大物搬入口） 

●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間 45 分，所要時間目安１時間 30分 

・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安１時間 30分（原子炉建物付属棟１階（非管

理区域）） 

●送水準備（送水ヘッダ～原子炉建物内接続口）：想定

時間５分，所要時間目安５分 

・送水準備：所要時間目安５分（送水ヘッダ～原子炉

建物内接続口，系統  構成：操作対象１弁） 

 

【緊急時対策要員６名】（ろ過水タンク，原子炉建物南 

側周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30 

分，所要時間目安 28分 

        ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策 

所～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想

定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：

所要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 15 

分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～ろ過水 

タンク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-565
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・大量送水車配置：所要時間目安 10分（ろ過水タンク） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 20分，所要

時間目安１時間７分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 57分（ろ過

水タンク，原子炉建物南側周辺） 

・移動：所要時間目安 10分（原子炉建物南側周辺～ろ

過水タンク） 

●大量送水車起動，送水開始：10分，所要時間目安 10

分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（ろ

過水タンク） 

【緊急時対策要員６名】（ろ過水タンク，タービン建物大 

物搬入口周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分， 

所要時間目安 28分 

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 10分，所要

時間目安 55 分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～タービ

ン建物大物搬入口）

・送水準備（ホース敷設）：想定時間 50分

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 16分

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～ろ過水

タンク）

・大量送水車配置：所要時間目安 13分（ろ過水タンク

周辺） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安４分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分（ろ

過水タンク周辺） 
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(b) ろ過水タンクを水源とした大量送水車による第１ベント

フィルタスクラバ容器接続口を使用した場合 

ろ過水タンクを水源とした大量送水車による送水（第 

１ベントフィルタスクラバ容器水張り）として，第１ベ

ントフィルタスクラバ容器接続口を使用した送水に必

要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

 

    必要要員数 ：12名（緊急時対策要員 12名） 

    想定時間  ：２時間 30分以内（所要時間目安※１：２

時間 10分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬によ

り算定した時間 

 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（第１ベントフィルタスクラバ 

容器接続口周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分， 

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所 

～第４保管エリア） 

●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

        ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間 55分，所要時間目安 34分 

     ・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～原子炉 

建物西側周辺，原子炉建物南側周辺） 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要 

時間 

目安 30分（第１ベントフィルタスクラバ容器接続口 

周辺） 

     ●送水準備（送水ヘッダ～第１ベントフィルタスクラ 

      バ容器接続口）：想定時間 30分，所要時間目安 26 

      分 

・送水準備：所要時間目安 20分（送水ヘッダ～第１ 

ベントフィルタスクラバ容器接続口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：第 
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１ベントフィルタスクラバ容器接続口周辺） 

【緊急時対策要員６名】（ろ過水タンク，原子炉建物南 

側周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30

分，所要時間目安 28分 

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策

所～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想

定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：

所要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 15

分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～ろ過

水タンク） 

・大量送水車配置：所要時間目安 10分（ろ過水タン

ク） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 20分，所

要時間目安１時間７分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 57分（ろ

過水タンク，原子炉建物南側周辺） 

・移動：所要時間目安 10分（原子炉建物南側周辺～

ろ過水タンク） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時

間目安 10分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（ろ 

過水タンク） 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電

灯により，夜間における作業性を確保してい

る。 また，放射性物質が放出される可能性

があることから，操作は防護具（全面マスク，

個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）

を装備又は携行して作業を行う。温度につい

ても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路   ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及
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び懐中電灯を携帯しており，夜間においても

接近可能である。また，現場への移動は，地

震等による重大事故等が発生した場合でも

安全に移動できる経路を移動する。 

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の結

合金具であり，容易に実施可能である。また，

作業エリア周辺には，支障となる設備はな

く，十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

話設備，所内通信連絡設備（警報装置を含

む。）のうち，使用可能な設備により緊急時

対策本部及び中央制御室との連絡が可能で

ある。 
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添付資料 1.13.3-4 

 

4.淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)による送水（あらかじめ敷設してあるホースが使用できない

場合） 

(1) 淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は

A-2 級)による送水（あらかじめ敷設してあるホースが使用で

きない場合） 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，淡水貯水池から防火水槽の間にあら

かじめ敷設してあるホースが使用できない場合，淡水貯水

池から直接可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ

る送水が必要な状況において，接続口(ホース接続箇所)及

び水源を選定し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，淡水

貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 

級)により送水する。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(淡水貯水池)周辺) 

 

 

 

 

c.必要要員数及び時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4 

重大事故対策の成立性 

1．西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポンプによ

る送水 

 

(1) 西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポンプ

による送水 

 

ａ．操作概要 

災害対策本部長代理は，西側淡水貯水設備を水源とした

可搬型代替注水中型ポンプによる送水が必要な状況におい

て，水源の確保（西側淡水貯水設備への可搬型代替注水中

型ポンプ設置）及び接続口（ホース接続箇所）を選定し，

送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，西側

淡水貯水設備を水源として可搬型代替注水中型ポンプによ

り送水する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外（常設代替高圧電源装置置場東側周辺，常設代替高

圧電源装置置場西側周辺，原子炉建屋東側周辺，

原子炉建屋西側周辺，格納容器圧力逃がし装置格

納槽周辺，取水箇所（西側淡水貯水設備）周辺） 

 

ｃ．必要要員数及び所要時間 

 

 

(a) 西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによる高所東側接続口又は高所西側接続口を使用

した送水 

西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによる送水（原子炉圧力容器への注水，原子炉格納

容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉ウ

ェルへの注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレ

イ）として，高所東側接続口又は高所西側接続口を使用

した送水に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数   ：「高所東側接続口を使用した場合」

8名（重大事故等対応要員 8名） 

添付資料 1.13.4-2 

 

2. 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源とした大

量送水車による送水 

 

(1) 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源とした

大量送水車による送水 

 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽

（西２）を水源とした大量送水車による送水が必要な状況

において，接続口（ホース接続箇所）及び水源を選定し，

送水ルートを決定する。 

 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源とした大量

送水車により送水する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外(原子炉建物西側周辺，原子炉建物南側周辺，タービ

ン建物大物搬入口周辺，取水箇所（輪谷貯水槽（西１）及

び輪谷貯水槽（西２））周辺) 

原子炉建物付属棟１階（非管理区域） 

 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ②の相違 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 

・設備の相違 

【東海第二】 

 東海第二は，原子炉建

屋以外の接続口を使用

する送水手順を整備  
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淡水貯水池を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級

又は A-2 級)による送水（あらかじめ敷設してあるホース

が使用できない場合）に必要な要員数，時間は以下のとお

り。 

必要要員数:6 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :330 分(実績時間なし) 

「高所西側接続口を使用した場合」

8名（重大事故等対応要員 8名） 

所要時間目安※１ ：「高所東側接続口を使用した場合」

150分以内（放射線防護具着用，移

動及びホース敷設を含む） 

「高所西側接続口を使用した場合」

140分以内 

（放射線防護具着用，移動及びホー

ス敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間

(b) 西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによる原子炉建屋東側接続口又は原子炉建屋西側

接続口を使用した送水 

西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによる送水（原子炉圧力容器への注水，原子炉格納

容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉ウ

ェルへの注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレ

イ）として，原子炉建屋東側接続口又は原子炉建屋西側

接続口を使用した送水に必要な要員数，所要時間は以下

のとおり。 

必要要員数 ：「原子炉建屋東側接続口を使用した

場合」8名（重大事故等対応要員 8

名） 

「原子炉建屋西側接続口を使用し

た場合」8名（重大事故等対応要員

8名） 

所要時間目安※１ ：「原子炉建屋東側接続口を使用し

た場合」320 分以内（放射線防護具

着用，移動及びホース敷設を含む） 

「原子炉建屋西側接続口を使用した

場合」205分以内（放射線防護具着

用，移動及びホース敷設を含む） 

(a) 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源と

した大量送水車による原子炉建物西側接続口，原子炉建

物南側接続口又は原子炉建物内接続口を使用した送水 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源とし

た大量送水車による送水（原子炉圧力容器への注水，原子

炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子

炉ウェルへの注水及び燃料プールへの注水／スプレイ）と

して，原子炉建物西側接続口，原子炉建物南側接続口又は

原子炉建物内接続口を使用した送水に必要な要員数，想定

時間は以下のとおり。 

必要要員数   ：「原子炉建物西側接続口を使用した場合」

12名(緊急時対策要員 12名) 

「原子炉建物南側接続口を使用した場

合」12名（緊急時対策要員 12名） 

「原子炉建物内接続口を使用した場合

（故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響がある場合）」12

名（緊急時対策要員 12名） 

想定時間   ：「原子炉建物西側接続口を使用した場合」

２時間 10分以内（所要時間目安※１：１

時間 41分） 

「原子炉建物南側接続口を使用した場

合」２時間 10分以内（所要時間目安※１：

１時間 41分） 

「原子炉建物内接続口を使用した場合

・設備の相違

【東海第二】 

①の相違

・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 

・体制及び運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑱の相違

・記載表現の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，接続口

毎に必要要員数及び所

要時間を記載 
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※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムによる影響がある場合）」

３時間 10分（所要時間目安※１：２時間

46分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物西側接続口・南側

接続口周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

        ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間 55分，所要時間目安 34分 

     ・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～原子炉

建物西側法面） 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 30分（原子炉建物西側法面，原子炉建物西

側接続口・南側接続口周辺） 

    ●送水準備（送水ヘッダ～原子炉建物西側接続口・南側

接続口）：想定時間 25分，所要時間目安 21分 

     ・送水準備：所要時間目安 15分（送水ヘッダ～原子炉

建物西側接続口・南側接続口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：原子

炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 

 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物内作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 
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要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

    ●ホース積込み，運搬：想定時間 25分，所要時間目安 

25分 

     ・ホース積込み：所要時間目安 15分 

     ・移動：所要時間目安 10分（第４保管エリア～タービ 

ン建物大物搬入口） 

         ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時 

間１時間 45 分，所要時間目安１時間 30分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安１時間 30分（原子炉建物付属棟１階（非管

理区域）） 

    ●送水準備（送水ヘッダ～原子炉建物内接続口）：想定

時間５分，所要時間目安５分 

・送水準備：所要時間目安５分（送水ヘッダ～原子炉

建物内接続口，系統構成：操作対象１弁） 

 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２），原子炉建物西側法面周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～輪谷貯

水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

・大量送水車配置：所要時間目安８分（輪谷貯水槽（西

１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間，所要時間

目安 37分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 32分（輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２），原子炉建

物西側法面） 
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(c) 西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによるフィルタ装置スクラビング水補給ライン接

続口を使用した送水 

西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型ポ

ンプによる送水（フィルタ装置スクラビング水補給）と

して，フィルタ装置スクラビング水補給ライン接続口を

     ・移動：所要時間目安５分（原子炉建物西側法面～輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

    ●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10分 

     ・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２），タービン建物大物搬入口周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

 ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 10分，所要

時間目安１時間９分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～タービ

ン建物大物搬入口） 

・送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間４分 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 16分 

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～輪谷貯

水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

・大量送水車配置：所要時間目安 12分（輪谷貯水槽（西

１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安４分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分（輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

 

 (b) 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源と

した大量送水車による第１ベントフィルタスクラバ

容器接続口を使用した場合 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源と

した大量送水車による送水（第１ベントフィルタスクラ

バ容器水張り）として，第１ベントフィルタスクラバ容

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉
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使用した送水に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

 

必要要員数   ：8名（重大事故等対応要員 8名） 

所要時間目安※１ ：175分以内（放射線防護具着用，移

動及びホース敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器接続口を使用した送水に必要な要員数，想定時間は以

下のとおり。 

   必要要員数 ：12名（緊急時対策要員 12名） 

   想定時間  ：２時間 10 分以内（所要時間目安※１：

１時間 41分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（第１ベントフィルタスクラバ

容器接続口周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間 55分，所要時間目安 34分 

     ・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～原子炉

建物西側法面） 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 30分（原子炉建物西側法面，第１ベントフ

ィルタスクラバ容器接続口周辺） 

    ●送水準備（送水ヘッダ～第１ベントフィルタスクラバ

容器接続口）：想定時間 25分，所要時間目安 21分 

     ・送水準備：所要時間目安 15分（送水ヘッダ～第１ベ

ントフィルタスクラバ容器接続口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：第１

ベントフィルタスクラバ容器接続口周辺） 

 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２），原子炉建物西側法面周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

建物西側接続口及び原

子炉建物南側接続口と

異なる配置にある第１

ベントフィルタスクラ

バ容器接続口を個別に

記載 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 
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d.操作の成立性について

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  : 可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具(オス・

メス)であり，容易に実施可能である。また，

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及びＬＥＤ

ライトにより，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，操作は放射線防護具（全

面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

タイベック）を着用又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はな

い。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及

びＬＥＤライトを携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，アクセスルート

上に支障となる設備はない。 

操作性 ：可搬型代替注水中型ポンプからのホース接続

は，汎用の結合金具を使用して容易に接続可

能である。また，作業エリア周辺には，支障

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～輪谷貯

水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

・大量送水車配置：所要時間目安８分（輪谷貯水槽（西

１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺）

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間，所要時間

目安 37分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 32分（輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２），原子炉建

物西側法面） 

・移動：所要時間目安５分（原子炉建物西側法面～輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路   ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の

結合金具であり，容易に実施可能である。

また，作業エリア周辺には，支障となる設

・運用の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 使用する資機材の相

違 
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作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，

十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となる設備はなく，十分な作業スペースを確

保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話

器（ページング）のうち，使用可能な設備に

より，災害対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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2．代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる送

水 

(1) 代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによ

る送水 

ａ．操作概要 

災害対策本部長代理は，代替淡水貯槽を水源とした可搬

型代替注水大型ポンプによる送水が必要な状況において，

水源の確保（代替淡水貯槽への可搬型代替注水大型ポンプ

設置）及び接続口（ホース接続箇所）を選定し，送水ルー

トを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，代替

淡水貯槽を水源として可搬型代替注水大型ポンプにより送

水する。 

ｂ．作業場所 

屋外（原子炉建屋東側周辺，原子炉建屋西側周辺，常設

代替高圧電源装置置場東側周辺，常設代替高圧電

源装置置場西側周辺，格納容器圧力逃がし装置格

納槽周辺，取水箇所（代替淡水貯槽）周辺） 

ｃ．必要要員数及び所要時間 

(a) 代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプ

による原子炉建屋東側接続口又は原子炉建屋西側接続

口を使用した送水 

代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプ

による送水（原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器

内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉ウェル

への注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレイ）と

して，原子炉建屋東側接続口又は原子炉建屋西側接続口

を使用した送水に必要な要員数，所要時間は以下のとお

り。 

必要要員数   ：「原子炉建屋東側接続口を使用した

場合」8名（重大事故等対応要員 8

名） 

「原子炉建屋西側接続口を使用し

た場合」8名（重大事故等対応要員

8名） 

所要時間目安※１ ：「原子炉建屋東側接続口を使用し

た場合」535 分以内（放射線防護具

着用，移動及びホース敷設を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ③の相違 
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「原子炉建屋西側接続口を使用した

場合」170分以内（放射線防護具着

用，移動及びホース敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により

算定した時間 

(b) 代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプ

による高所東側接続口又は高所西側接続口を使用した

送水 

代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプ

による送水（原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器

内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉ウェル

への注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレイ）と

して，高所東側接続口又は高所西側接続口を使用した送

水に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数   ：「高所東側接続口を使用した場合」

8名（重大事故等対応要員 8名） 

「高所西側接続口を使用した場合」

8名（重大事故等対応要員 8名） 

所要時間目安※１ ：「高所東側接続口を使用した場合」

215分以内（放射線防護具着用，移

動及びホース敷設を含む） 

「高所西側接続口を使用した場合」

175分以内（放射線防護具着用，移

動及びホース敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

(c) 代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプ

によるフィルタ装置スクラビング水補給ライン接続口

を使用した送水 

代替淡水貯槽を水源とした可搬型代替注水大型ポンプ

による送水（フィルタ装置スクラビング水補給）として，

フィルタ装置スクラビング水補給ライン接続口を使用し

た送水に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数   ：8名（重大事故等対応要員 8名） 

所要時間目安※１ ：180分以内（放射線防護具着用，移

動及びホース敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により

算定した時間 

ｄ．操作の成立性について 
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作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及びＬＥＤ

ライトにより，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，操作は放射線防護具（全

面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

タイベック）を着用又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はな

い。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及

びＬＥＤライトを携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，アクセスルート

上に支障となる設備はない。 

操作性 ：可搬型代替注水大型ポンプからのホース接続

は，汎用の結合金具を使用して容易に接続可

能である。また，作業エリア周辺には，支障

となる設備はなく，十分な作業スペースを確

保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話

器（ページング）のうち，使用可能な設備に

より，災害対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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3．淡水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型

代替注水大型ポンプによる送水 

(1) 淡水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ又は可

搬型代替注水大型ポンプによる送水 

ａ．操作概要 

災害対策本部長代理は，淡水タンクを水源とした可搬型

代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによる

送水が必要な状況において，水源の確保（淡水タンクへの

可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプ

設置）及び接続口（ホース接続箇所）を選定し，送水ルー

トを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，淡水

タンクを水源として可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型

代替注水大型ポンプにより送水する。 

ｂ．作業場所 

屋外（格納容器圧力逃がし装置格納槽周辺，取水箇所（淡

水タンク）周辺） 

ｃ．必要要員数及び所要時間 

淡水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ又は

可搬型代替注水大型ポンプによる送水（フィルタ装置スク

ラビング水補給）として，フィルタ装置スクラビング水補

給ライン接続口を使用した送水に必要な要員数，所要時間

は以下のとおり。 

必要要員数   ：8名（重大事故等対応要員 8名） 

所要時間目安※１ ：165分以内（放射線防護具着用，移動

及びホース敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及びＬＥＤ

ライトにより，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，操作は放射線防護具（全

面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

タイベック）を着用又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はな

い。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及

びＬＥＤライトを携帯しており，夜間におい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，常設設

備を用いた淡水タンク

からの送水手段を整備  
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ても接近可能である。また，アクセスルート

上に支障となる設備はない。 

操作性 ：可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注

水大型ポンプからのホース接続は，汎用の結

合金具を使用して容易に接続可能である。ま

た，作業エリア周辺には，支障となる設備は

なく，十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話

器（ページング）のうち，使用可能な設備に

より，災害対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.13.4-3 

3. 純水タンクを水源とした大量送水車による送水 

(1) 純水タンクを水源とした大量送水車による送水 

 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，純水タンクを水源とした大量送水車

による送水が必要な状況において，接続口（ホース接続箇

所）及び水源を選定し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，純水

タンクを水源とした大量送水車により送水する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外(原子炉建物西側周辺，原子炉建物南側周辺，取水箇

所（純水タンク））周辺) 

原子炉建物付属棟１階（非管理区域） 

      

ｃ．必要要員数及び想定時間 

 (a) 純水タンクを水源とした大量送水車による原子炉建物

西側接続口，原子炉建物南側接続口又は原子炉建物内

接続口を使用した送水 

純水タンクを水源とした大量送水車による送水（原子

炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉

格納容器下部への注水，原子炉ウェルへの注水及び燃料

プールへの注水／スプレイ）として，原子炉建物西側接

続口，原子炉建物南側接続口又は原子炉建物内接続口を

使用した送水に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

 

必要要員数   ：「原子炉建物西側接続口を使用した場合」

12名(緊急時対策要員 12名) 

「原子炉建物南側接続口を使用した場

合」12名（緊急時対策要員 12名） 

「原子炉建物内接続口を使用した場合

（故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響がある場合）」12

名（緊急時対策要員 12名） 

 

      想定時間   ：「原子炉建物西側接続口を使用した場合」

２時間以内（所要時間目安※１：１時間 35

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，純水タ

ンクを水源とした可搬

型設備による原子炉等

への注水手順を整備 
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分） 

「原子炉建物南側接続口を使用した場

合」２時間以内（所要時間目安※１：１時

間 35分） 

「原子炉建物内接続口を使用した場合

（故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響がある場合）」３時

間 10分（所要時間目安※１：２時間 46分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物西側接続口・南側

接続口周辺作業） 

     ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 32分 

      ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策

所～第４保管エリア） 

     ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10 分，

所要時間目安 10分 

      ・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安

10分（第４保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間 40分，所要時間目安 24分 

      ・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～原子 

炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 

      ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 20分（原子炉建物西側接続口・南側接続

口周辺） 

     ●送水準備（送水ヘッダ～原子炉建物西側接続口・南

側接続口）：想定時間 25分，所要時間目安 21分 

・送水準備：所要時間目安 15分（送水ヘッダ～原子

炉建物西側接続口・南側接続口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：原

子炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 

 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物内作業） 
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●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策

所～第４保管エリア） 

●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10 分，

所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安

10分（第４保管エリア） 

●ホース積込み，運搬：想定時間 25分，所要時間目安

25分 

・ホース積込み：所要時間目安 15分 

・移動：所要時間目安 10分（第４保管エリア～ター

ビン建物大物搬入口） 

●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間 45分，所要時間目安１時間 30分 

・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安１時間 30分（原子炉建物付属棟１階（非

管理区域）） 

●送水準備（送水ヘッダ～原子炉建物内接続口）：想定

時間５分，所要時間目安５分 

・送水準備：所要時間目安５分（送水ヘッダ～原子

炉建物内接続口，系統  構成：操作対象１弁） 

 

【緊急時対策要員６名】（純水タンク，原子炉建物南側

周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30

分，所要時間目安 28分 

 ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策

所～第３保管エリア） 

 ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 17 

 分 

・移動：所要時間目安７分（第３保管エリア～純水 

タンク） 

・大量送水車配置：所要時間目安 10分（純水タンク） 
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●送水準備（ホース敷設）：想定時間 50 分，所要時間

目安 30分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 25 分（純

水タンク～原子炉建物南側周辺） 

・移動：所要時間目安５分（原子炉建物南側周辺～

純水タンク） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時

間目安 10分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（純 

水タンク） 

 

【緊急時対策要員６名】（純水タンク，タービン建物大物

搬入口周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30

分，所要時間目安 28分 

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策

所～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間，所要時間

目安 35分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～ター

ビン建物大物搬入口） 

・送水準備（ホース敷設）：想定時間 30分 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 16      

 分 

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～純水

タンク） 

・大量送水車配置：所要時間目安 13分（純水タンク

周辺） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時

間目安４分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分（純

水タンク周辺） 
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(b) 純水タンクを水源とした大量送水車による第１ベント

フィルタスクラバ容器接続口を使用した場合 

純水タンクを水源とした大量送水車による送水（第１ベ

ントフィルタスクラバ容器水張り）として，第１ベント

フィルタスクラバ容器接続口を使用した送水に必要な要

員数，想定時間は以下のとおり。 

    

必要要員数 ：12名（緊急時対策要員 12名） 

    想定時間  ：２時間以内（所要時間目安※１：１時間 35

分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算

定した時間 

      

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（第１ベントフィルタスクラバ容

器接続口周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策

所～第４保管エリア） 

●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10 分，

所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 

10分（第４保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時間

40分，所要時間目安 24分 

・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～第１ベ

ントフィルタスクラバ容器接続口周辺） 

・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要時

間目安 20分（第１ベントフィルタスクラバ容器接続

口周辺） 

●送水準備（送水ヘッダ～第１ベントフィルタスクラバ

容器接続口）：想定時間 25分，所要時間目安 21分 

・送水準備：所要時間目安 15分（送水ヘッダ～第１ベ

ントフィルタスクラバ容器接続口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：第１

ベントフィルタスクラバ容器接続口周辺） 
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【緊急時対策要員６名】（純水タンク，原子炉建物南側周辺

作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定時

間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所要

時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 17分 

・移動：所要時間目安７分（第３保管エリア～純水タ 

ンク） 

・大量送水車配置：所要時間目安 10分（純水タンク） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間 50分，所要時間目 

安 30分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 25分（純水 

タンク～原子炉建物南側周辺） 

・移動：所要時間目安５分（原子炉建物南側周辺～純

水タンク） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10 分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（純 

水タンク） 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路   ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場
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合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の

結合金具であり，容易に実施可能である。

また，作業エリア周辺には，支障となる設

備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信用

電話設備，所内通信連絡設備（警報装置を

含む。）のうち，使用可能な設備により緊急

時対策本部及び中央制御室との連絡が可能

である。 
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添付資料 1.13.3-5 

5.海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポン

プ(A-1 級又は A-2 級)への送水 

 

(1)海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポ

ンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，海から大容量送水車（海水取水用）

による可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水

が必要な状況において，海水取水箇所を選定し，補給ルー

トを決定する。 

 

所定の場所においてホース，ホース接続治具（海水）を

敷設し，大容量送水車（海水取水用）により可搬型代替注

水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水を開始する。 

 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(海水取水ピット)，防火水槽周辺) 

 

 

 

c.必要要員数及び時間 

 

 

 

海から大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注

水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)への送水に必要な要員数，時

間は以下のとおり。 

 

 

 

 

必要要員数: 8 名(緊急時対策要員) 

 

 

 

 

 

4．海を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる送水 

 

 

(1) 海を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる

送水 

 

ａ．操作概要 

災害対策本部長代理は，海を水源とした可搬型代替

注水大型ポンプによる送水が必要な状況において，水

源の確保（海水取水箇所（ＳＡ用海水ピット）への可

搬型代替注水大型ポンプ設置）及び接続口（ホース接

続箇所）を選定し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，

海を水源として可搬型代替注水大型ポンプにより送水

する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外（原子炉建屋東側周辺，原子炉建屋西側周辺，

常設代替高圧電源装置置場東側周辺，常設代

替高圧電源装置置場西側周辺，取水箇所（Ｓ

Ａ用海水ピット）周辺） 

ｃ．必要要員数及び所要時間 

(a) 海を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる

原子炉建屋東側接続口又は原子炉建屋西側接続口

を使用した送水 

海を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる

送水（原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の

冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉ウェルへ

の注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレイ）と

して，原子炉建屋東側接続口又は原子炉建屋西側接続

口を使用した送水に必要な要員数，所要時間は以下の

とおり。 

必要要員数   ：「原子炉建屋東側接続口を使用

した場合」8名（重大事故等対

応要員 8 名） 

「原子炉建屋西側接続口を使用

した場合」8名（重大事故等対

添付資料 1.13.4-4 

4. 海を水源とした大量送水車又は大型送水ポンプ車による大量

送水車への送水 

 

(1) 海を水源とした大量送水車又は大型送水ポンプ車による

大量送水車への送水 

 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，海を水源とした大量送水車又は大型

送水ポンプ車による大量送水車への送水が必要な状況にお

いて，海水取水箇所を選定し，送水ルートを決定する。  

 

 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，海を

水源として大量送水車又は大型送水ポンプ車により大量送

水車へ送水する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外(原子炉建物周辺，取水箇所(非常用取水設備)) 

 

 

 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

(a) 海を水源とした大量送水車又は大型送水ポンプ車によ

る大量送水車への送水 

 

海を水源とした大量送水車又は大型送水ポンプ車による

大量送水車への送水に必要な要員数,想定時間は以下のと

おり。 

 

 

 

 

必要要員数   ： 「大量送水車から大量送水車への送水

による水源確保の場合」６名(緊急時

対策要員６名) 

「大型送水ポンプ車から大量送水車

への送水による水源確保の場合」６名

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ⑨の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑱の相違 
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想定時間  :300分(実績時間なし) 

 

 

 

 

応要員 8 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所要時間目安※１ ：「原子炉建屋東側接続口を使用

した場合」370分以内（放射線

防護具着用，移動及びホース敷

設を含む） 

「原子炉建屋西側接続口を使用

した場合」310分以内（放射線

防護具着用，移動及びホース敷

設を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

 

 

 

(緊急時対策要員６名) 

「大型送水ポンプ車から大量送水車

への送水による水源確保の場合(故意

による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムによる影響がある場合」６名

(緊急時対策要員６名) 

「大量送水車から大量送水車への送

水による水源確保の場合(故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムによる影響がある場合」６名(緊急

時対策要員６名) 

 

想定時間   ： 「大量送水車から大量送水車への送水

による水源確保の場合」２時間 10 分

以内（所要時間目安※１：１時間 40分） 

 

            「大型送水ポンプ車から大量送水車へ

の送水による水源確保の場合」２時間

10 分以内（所要時間目安※１：２時間

８分） 

            「大型送水ポンプ車から大量送水車へ

の送水による水源確保の場合(故意に

よる大型航空機の衝突その他のテロ

リズムによる影響がある場合」３時間

10 分以内（所要時間目安※１：３時間

３分） 

「大量送水車から大量送水車への送

水による水源確保の場合(故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムによる影響がある場合」３時間 10

分以内（所要時間目安※１：２時間 48

分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

想定時間内訳 

「大量送水車から大量送水車への送水による水源確保の

場合」 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 
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【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，原子炉建物

周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第４保管エリア） 

    ●大量送水車配置：想定時間 40分，所要時間目安 25分 

     ・移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保管エリ

ア～非常用取水設備） 

     ・大量送水車配置：所要時間目安 23分（非常用取水設

備周辺） 

        ●送水準備（ホース敷設）：想定時間 35分，所要時間目

安 16分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 16分（非常

用取水設備，原子炉建物周辺） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（非

常用取水設備周辺） 

    「大型送水ポンプ車から大量送水車への送水による水源

確保の場合」 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，原子炉建物

周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大型送水ポンプ車，ホース展張車）：

想定時間 10分，所要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（大型送水ポンプ車，ホース展張車）：

所要時間目安 10分（第４保管エリア） 

    ●大型送水ポンプ車配置：想定時間１時間 10分，所要時

間目安１時間 10分 

     ・移動，大型送水ポンプ車配置：所要時間目安１時間
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(b) 海を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる

高所東側接続口又は高所西側接続口を使用した送

水 

海を水源とした可搬型代替注水大型ポンプによる

送水（原子炉圧力容器への注水，原子炉格納容器内の

10分※２（移動経路：第３保管エリア～非常用取水設

備，非常用取水設備周辺） 

        ●送水準備（ホース敷設）：想定時間 50分，所要時間目

安 49分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 49分※２（非

常用取水設備，原子炉建物周辺） 

※２：並行して作業を行う。 

●大型送水ポンプ車起動，送水開始：想定時間５分，所

要時間目安４分 

・大型送水ポンプ車起動，送水開始：所要時間目安４

分（非常用取水設備周辺） 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所～

第４保管エリア） 

●車両健全性確認（大型送水ポンプ車，ホース展張車）：

想定時間 10 分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大型送水ポンプ車，ホース展張車）：

所要時間目安 10分（第４保管エリア） 

●大型送水ポンプ車配置：想定時間１時間 10分，所要時

間目安１時間 10分 

・移動，大型送水ポンプ車配置：所要時間目安１時間 10

分（移動経路：第３保管エリア～非常用取水設備，非

常用取水設備周辺） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 20分，所要

時間目安 52 分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 52分（非常用

取水設備周辺） 

●大型送水ポンプ車起動，送水開始：想定時間５分，所

要時間目安４分 

・大型送水ポンプ車起動，送水開始：所要時間目安４分

（非常用取水設備周辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 接続口数の相違 
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d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

 

操作性  : 大容量送水車（海水取水用）からのホースの

接続は，汎用の結合金具であり，容易に実施可

能である。また，作業エリア周辺には，支障と

なる設備はなく，十分な作業スペースを確保し

ている。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

冷却，原子炉格納容器下部への注水，原子炉ウェルへ

の注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレイ）と

して，高所東側接続口又は高所西側接続口を使用した

送水に必要な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数   ：「高所東側接続口を使用した場合」

8名（重大事故等対応要員 8名） 

「高所西側接続口を使用した場合」

8名（重大事故等対応要員 8名） 

所要時間目安※１ ：「高所東側接続口を使用した場合」

220分以内（放射線防護具着用，

移動及びホース敷設を含む） 

「高所西側接続口を使用した場合」

225分以内（放射線防護具着用，

移動及びホース敷設を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及びＬＥＤ

ライトにより，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，操作は放射線防護具（全

面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

タイベック）を着用又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はな

い。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及

びＬＥＤライトを携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，アクセスルート

上に支障となる設備はない。 

 

 

操作性 ：可搬型代替注水大型ポンプからのホース接続

は，汎用の結合金具を使用して容易に接続可

能である。また，作業エリア周辺には，支障

となる設備はなく，十分な作業スペースを確

保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路   ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。 

 

操作性     ：大量送水車又は大型送水ポンプ車からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，容

易に実施可能である。また，作業エリア周

辺には，支障となる設備はなく，十分な作

業スペースを確保している。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 使用する資機材の相

違 
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緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話

器（ページング）のうち，使用可能な設備に

より，災害対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.13.3-6 

6.海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替注

水ポンプ(A-1級又は A-2 級)による送水 

 

(1)海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型代替

注水ポンプ(A-1級又は A-2 級)による送水 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，海を水源とした大容量送水車（海水

取水用）及び可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)に

よる送水が必要な状況において，水源の確保（海から大容

量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポンプ(A-1

級又は A-2 級)への送水），接続口(ホース接続箇所)を選定

し，送水ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，海を

水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)によ

り送水する。 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

 

c.必要要員数及び時間 

海を水源とした大容量送水車（海水取水用）及び可搬型

代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)による送水に必要な要

員数，時間は以下のとおり。 

 

必要要員数:｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)1 

台使用の場合｣2 名(緊急時対策要員) 

 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)2 

台又は 3 台使用の場合｣2 名(緊急時対策要

員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4-5 

5. 海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ車並びに大量

送水車（２台）による送水 

 

(1) 海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ車並びに

大量送水車（２台）による送水 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，海を水源とした大量送水車及び大型

送水ポンプ車並びに大量送水車（２台）による送水が必要

な状況において，水源の確保（海から大量送水車又は大型

送水ポンプ車による大量送水車への送水），接続口（ホー

ス接続箇所）を選定し，送水ルートを決定する。 

 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，海を

水源とした大量送水車により送水する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外（原子炉建物西側周辺，原子炉建物南側周辺，取水

箇所(非常用取水設備)) 

原子炉建物付属棟１階（非管理区域） 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ車並びに

大量送水車（２台）による送水に必要な要員数，想定時間

は以下のとおり。 

 

必要要員数   ：「海を水源とした大量送水車及び大型送

水ポンプ車による原子炉建物西側接続

口への送水の場合」６名(緊急時対策要

員６名) 

「海を水源とした大量送水車及び大型

送水ポンプ車による原子炉建物南側接

続口への送水の場合」６名(緊急時対策

要員６名) 

「海を水源とした大量送水車及び大型

送水ポンプ車による原子炉建物内接続

口を使用した場合（故意による大型航

空機の衝突その他のテロリズムによる

影響がある場合）」６名(緊急時対策要

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ⑨の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ⑱の相違 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ㉚の相違 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 
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想定時間  :｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)1 

台使用の場合｣305 分(実績時間なし) 

｢可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)2 

台又は 3 台使用の場合｣315 分(実績時間な

し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員６名) 

        「海を水源とした大量送水車（２台）

による原子炉建物南側接続口への送水

の場合」６名(緊急時対策要員６名) 

「海を水源とした大量送水車（２台）

による原子炉建物西側接続口への送水

の場合」６名(緊急時対策要員６名) 

「海を水源とした大量送水車（２台）

による原子炉建物内接続口を使用した

場合（故意による大型航空機の衝突そ

の他のテロリズムによる影響がある場

合）」６名(緊急時対策要員６名) 

 

想定時間   ：「海を水源とした大量送水車及び大型送

水ポンプ車による原子炉建物西側接続

口への送水の場合」２時間 10分以内（所

要時間目安※１：２時間８分） 

        「海を水源とした大量送水車及び大型

送水ポンプ車による原子炉建物南側接

続口への送水の場合」２時間 10分以内

（所要時間目安※１：２時間８分） 

「海を水源とした大量送水車及び大型

送水ポンプ車による原子炉建物内接続

口を使用した場合（故意による大型航

空機の衝突その他のテロリズムによる

影響がある場合）」３時間 10分以内（所

要時間目安目安※１：２時間 48分） 

「海を水源とした大量送水車（２台）に

よる原子炉建物西側接続口への送水の

場合」２時間 10分以内（所要時間目安

※１：１時間 40分） 

「海を水源とした大量送水車（２台）に

よる原子炉建物南側接続口への送水の

場合」２時間 10分以内（所要時間目安

※１：１時間 40分） 

「海を水源とした大量送水車（２台）に

よる原子炉建物内接続口を使用した場

合（故意による大型航空機の衝突その

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，建物内

接続口を使用した手順

を整理 
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他のテロリズムによる影響がある場

合）」３時間 10分以内（所要時間目安

目安※１：３時間３分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

想定時間内訳 

「海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ車によ

る原子炉建物西側接続口・南側接続口・原子炉建物内

への送水の場合」 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物西側接続口・南側

接続口周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車）：想定時間 10分，所要

時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車）：所要時間目安 10

分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～原子炉

建物周辺） 

・大量送水車配置：所要時間目安７分※２（原子炉建物

周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間 50分，所要時間目安 42分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 42 分※２（原子炉建物西側接続口・南側接

続口周辺） 

●送水準備（大量送水車～大型送水ポンプ車ホース接

続）：想定時間 50分，所要時間目安 44分 

     ・送水準備（大量送水車～大型送水ポンプ車ホース接

続）：所要時間目安 44 分※２（原子炉建物西側接続

口・南側接続口周辺） 

    ●大量送水車起動，送水開始：想定時間５分，所要時間

目安５分 

     ・系統構成：所要時間目安１分※２（操作対象１弁：原

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 
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子炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 

     ・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分※２（原

子炉建物周辺） 

※２：並行して作業を行う。 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，原子炉建物

内作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車）：想定時間 10分，所要

時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車）：所要時間目安 10

分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～非常用

取水設備） 

・大量送水車配置：所要時間目安７分（非常用取水設

備） 

●ホース積込み，運搬：想定時間 25 分，所要時間目安

25分 

・ホース積込み：所要時間目安 20分（第４保管エリア） 

・移動：所要時間目安５分（第４保管エリア～原子炉

建物周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間 45 分，所要時間目安１時間 35分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安１時間 35分（原子炉建物付属棟１階（非管

理区域）） 

    ●大量送水車起動，送水開始：想定時間５分，所要時間

目安４分 

     ・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分（非

常用取水設備） 

「海を水源とした大量送水車（２台）による原子炉建物

西側接続口・南側接続口・原子炉建物内への送水の場

合」 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物西側接続口・南側

接続口周辺作業） 
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●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車）：想定時間 10分，所要

時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車）：所要時間目安 10

分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 11分 

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～原子炉

建物周辺） 

・大量送水車配置：所要時間目安７分（原子炉建物周

辺） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間，所要時間目安 32分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 32分（原子炉建物西側接続口・南側接続口

周辺） 

    ●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安６分 

     ・系統構成：所要時間目安２分（操作対象２弁：原子

炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 

     ・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分（原

子炉建物周辺） 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，原子炉建物

内作業） 

●緊急時対策所～第３，４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 28分（第３保管エリア），32分（第

４保管エリア） 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア），32分（移動経路：緊急時対策

所～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車）：想定時間 10分，所要

時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車）：所要時間目安 10

分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15 分，所要時間目安 12分

※２ 
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d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  :可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)から

のホースの接続は，汎用の結合金具(オス・メス)

であり，容易に実施可能である。また，作業エ

リア周辺には，支障となる設備はなく，十分な

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～非常用

取水設備） 

・大量送水車配置：所要時間目安７分（非常用取水設

備） 

●ホース積込み，運搬：想定時間 25 分，所要時間目安

25分※２ 

・ホース積込み：所要時間目安 20分（第４保管エリア） 

・移動：所要時間目安５分（第４保管エリア～原子炉

建物周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間 45 分，所要時間目安１時間 35分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安１時間 35分（原子炉建物付属棟１階（非管

理区域）） 

    ●大量送水車起動，送水開始：想定時間５分，所要時間

目安４分 

     ・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安４分（非

常用取水設備） 

※２：並行して作業を行う。 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路   ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の

結合金具であり，容易に実施可能である。

また，作業エリア周辺には，支障となる設

備はなく，十分な作業スペースを確保して

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 使用する資機材の相

違 
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作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設

備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，緊

急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

添付資料 1.13.3-7 

7.可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補給 

 

 

(1)屋外接続口から復水貯蔵槽への直接補給(淡水/海水) 

 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)によ

る復水貯蔵槽への補給が必要な状況において，接続口(ホー

ス接続箇所)及び水源を選定し，補給ルートを決定する。 

 

現場では，指示された補給ルートを確保した上で，可搬型

代替注水ポンプ(A-2 級)により補給する。 

 

 

b.作業場所 

屋外(廃棄物処理建屋周辺，取水箇所(護岸，海水取水ピ

ット，防火水槽)周辺) 

 

c.必要要員数及び時間 

可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による復水貯蔵槽への補

給に必要な要員数，時間は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによ

る代替淡水貯槽への補給 

 

(1) 可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプ

による代替淡水貯槽への補給 

 

ａ．操作概要 

災害対策本部長代理は，可搬型代替注水中型ポンプ又は

可搬型代替注水大型ポンプによる代替淡水貯槽への補給が

必要な状況において，水源を選定し，補給ルートを決定す

る。 

現場では，指示された補給ルートを確保した上で，可搬

型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによ

り補給する。 

 

ｂ．作業場所 

屋外（代替淡水貯槽周辺，取水箇所（西側淡水貯水設備，

淡水タンク，ＳＡ用海水ピット）周辺） 

 

ｃ．必要要員数及び所要時間 

西側淡水貯水設備，淡水タンク及び海を水源とした可搬

型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによ

る代替淡水貯槽への補給として，水源ごとの補給に必要な

いる。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

添付資料 1.13.4-6 

6. 大量送水車による低圧原子炉代替注水槽への補給 

 

 

(1) 大量送水車による低圧原子炉代替注水槽への補給（淡水／

海水） 

 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，大量送水車による低圧原子炉代替注

水槽への補給が必要な状況において，接続口（ホース接続

箇所）及び水源を選定し，補給ルートを決定する。 

 

現場では，指示された補給ルートを確保した上で，大量

送水車により補給する。 

 

 

ｂ．作業場所 

屋外(取水箇所（輪谷貯水槽（西１）・輪谷貯水槽（西２），

淡水タンク，非常用取水設備），原子炉建物周辺) 

 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

輪谷貯水槽（西１）・輪谷貯水槽（西２），淡水タンク

及び海を水源とした大量送水車による低圧原子炉代替注水

槽への補給として，水源ごとの補給に必要な要員数，想定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 
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必要要員数:｢防火水槽を水源とした場合｣3 名(緊急時対

策要員 3 名) 

 

｢淡水貯水池を水源とした場合（あらかじめ

敷設してあるホースが使用できない場合）｣

6 名(緊急時対策要員 6 名) 

｢淡水貯水池を水源とした場合（あらかじめ

敷設してあるホースが使用できる場合）｣4 

名(緊急時対策要員 4 名) 

 

 

 

 

｢海を水源とした場合｣10 名(緊急時対策要

員 10 名) 

 

 

 

 

想定時間 :｢防火水槽を水源とした場合｣145 分(実績時

間なし) 

｢淡水貯水池を水源とした場合（あらかじめ

敷設してあるホースが使用できない場合）｣

340 分(実績時間なし) 

 

｢淡水貯水池を水源とした場合（あらかじめ

敷設してあるホースが使用できる場合）｣150 

分(実績時間なし) 

 

 

 

 

｢海を水源とした場合｣325 分(実績時間な

し) 

 

 

 

要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数   ： 

 

 

「西側淡水貯水設備を水源とした場

合」9名（重大事故等対応要員 8名，

運転員等 1名） 

 

 

 

「淡水タンクを水源とした場合」9名

（重大事故等対応要員 8名，運転員等

1名） 

 

「海を水源とした場合」9名（重大事

故等対応要員 8名，運転員等 1名） 

 

 

 

 

所要時間目安※１ ： 

 

「西側淡水貯水設備を水源とした場

合」160分以内（放射線防護具着用，

移動及びホース敷設を含む） 

 

 

 

 

「淡水タンクを水源とした場合」165

分以内（放射線防護具着用，移動及び

ホース敷設を含む） 

 

「海を水源とした場合」160分以内（放

射線防護具着用，移動及びホース敷設

を含む） 

 

 

時間は以下のとおり。 

必要要員数   ： 

 

 

「輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西

２）を水源とした大量送水車を使用する

場合」12名(緊急時対策要員 12名) 

 

 

 

「淡水タンクを水源とした場合」12 名

（緊急時対策要員 12名） 

         

 

「海を水源とした大量送水車（２台）を

使用した場合」12 名（緊急時対策要員

12名） 

        「海を水源とした大型送水ポンプ車及

び大量送水車を使用した場合」12名（緊

急時対策要員 12名） 

想定時間   ： 

 

「輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西

２）を水源とした大量送水車を使用する

場合」２時間 10分以内（所要時間目安※

１：１時間 41分） 

  

        

 

「淡水タンクを水源とした場合」２時間

30 分以内（所要時間目安※１：２時間 10

分） 

 

「海を水源とした大量送水車（２台）を

使用した場合」２時間 10分以内（所要時

間目安※１：１時間 29分） 

 

「海を水源とした大型送水ポンプ車及び

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑱の相違 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ②の相違 

・体制及び運用の相違 

【東海第二】 

 ⑱の相違 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑱の相違 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

①の相違 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ②の相違 

・体制及び運用の相違 

【東海第二】 

 ⑱の相違 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑱の相違 
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※1：所要時間目安は，模擬により算

定した時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大量送水車を使用した場合」２時間 10分

以内（所要時間目安※１：２時間６分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

想定時間内訳 

「輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源と

した大量送水車を使用する場合」 

【緊急時対策要員６名】（低圧原子炉代替注水槽周辺作

業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

        ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間 50分，所要時間目安 34分 

     ・移動：所要時間目安４分（第４保管エリア～原子炉

建物西側法面） 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 30分（低圧原子炉代替注水槽周辺） 

    ●送水準備（送水ヘッダ～低圧原子炉代替注水槽補給

口）：想定時間 25分，所要時間目安 21分 

     ・送水準備：所要時間目安 15分（送水ヘッダ～低圧原

子炉代替注水槽補給口） 

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：低圧

原子炉代替注水槽補給口周辺） 

 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２），原子炉建物西側法面周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

 

 

 

  

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 
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時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安４分（第３保管エリア～輪谷貯

水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

・大量送水車配置：所要時間目安８分（輪谷貯水槽（西

１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間５分，所要

時間目安 37 分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 32分（輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２），原子炉建

物西側法面） 

     ・移動：所要時間目安５分（原子炉建物西側法面～輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

    ●大量送水車起動，補給開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10分 

・大量送水車起動，補給開始：所要時間目安 10分（輪

谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺） 

 

「淡水タンクを水源とした場合」 

【緊急時対策要員６名】（低圧原子炉代替注水槽周辺作

業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分（第４保管エリア） 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 20 分，所

要時間目安１時間９分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安１時間９分※

２（低圧原子炉代替注水槽） 

    ●フランジ取外し，ホース投入：想定時間 10分，所要時

間目安 10分 

     ・フランジ取外し，ホース投入：所要時間目安 10分
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※２（低圧原子炉代替注水槽周辺）    

     ※２：並行して作業を行う。 

 

【緊急時対策要員６名】（非常用ろ過水タンク周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28 分（第３保管エリア），32 分（第４

保管エリア） 

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車）：想定時間 10分，所要

時間目安 10 分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 20分，所要時間目安 15分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～非常用

ろ過水タンク） 

・大量送水車配置：所要時間目安 10分（非常用ろ過水

タンク周辺） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 20分，所要

時間目安１時間 12分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安１時間 12分

（非常用ろ過水タンク） 

●大量送水車起動，補給開始：想定時間 10分，所要時間

目安７分 

・非常用ろ過水タンク取水口元弁「開」操作：所要時

間目安３分（非常用ろ過水タンク周辺） 

・大量送水車起動，補給開始：所要時間目安４分（非

常用ろ過水タンク周辺） 

 

「海を水源とした大量送水車（２台）を使用した場合」 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，原子炉建物

周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第３，４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 28分（第３保管エリア），32分（第

４保管エリア） 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア），32分（移動経路：緊急時対策

所～第４保管エリア） 
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    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３，４保管エリア） 

    ●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 11分 

     ・移動：所要時間目安３分（移動経路：第３保管エリ

ア～非常用取水設備） 

     ・大量送水車配置：所要時間目安８分（非常用取水設

備周辺） 

        ●送水準備（ホース敷設）：想定時間 40分，所要時間目

安 34分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 34分（非常

用取水設備，原子炉建物周辺） 

●大量送水車起動，送水開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10分 

・大量送水車起動，送水開始：所要時間目安 10分（非

常用取水設備周辺） 

【緊急時対策要員６名】（低圧原子炉代替注水槽周辺作

業） 

●緊急時対策所～第２保管エリア移動：想定時間 25分，

所要時間目安 22分 

     ・移動：所要時間目安 22分（移動経路：緊急時対策所

～第２保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車）：想定時間 10分，所要

時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車）：所要時間目安 10

分（第２保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安５分（第２保管エリア～原子炉

建物周辺） 

・大量送水車配置：所要時間目安７分（原子炉建物周

辺） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間 10 分，所要時間目安 35分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安 35分（低圧原子炉代替注水槽周辺） 

    ●大量送水車起動，補給開始：想定時間 10分，所要時間

目安 10分 
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     ・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：低圧

原子炉代替注水槽周辺） 

     ・大量送水車起動，補給開始：所要時間目安４分（原

子炉建物周辺） 

 

「海を水源とした大量送水車及び大型送水ポンプ車を使

用した場合」 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，原子炉建物

周辺作業） 

    ●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大型送水ポンプ車）：想定時間 10分，

所要時間目安 10分 

     ・車両健全性確認（大型送水ポンプ車）：所要時間目

安 10分（第４保管エリア） 

    ●大型送水ポンプ車配置：想定時間１時間 10分，所要時

間目安１時間８分 

     ・移動，大型送水ポンプ車配置：所要時間目安１時間

８分※３（移動経路：第３保管エリア～非常用取水設

備，非常用取水設備周辺） 

        ●送水準備（ホース敷設）：想定時間 15分，所要時間目

安 12分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 12分※３（非

常用取水設備，原子炉建物周辺） 

●大型送水ポンプ車起動，送水開始：想定時間５分，所

要時間目安４分 

・大型送水ポンプ車起動，送水開始：所要時間目安４

分（非常用取水設備周辺） 

     ※３：並行して作業を行う。 

【緊急時対策要員６名】（低圧原子炉代替注水槽周辺作

業） 

●緊急時対策所～第３，４保管エリア移動：想定時間 35

分，所要時間目安 28分（第３保管エリア），32分（第

４保管エリア） 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア），32分（移動経路：緊急時対策

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-608



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  : 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)からのホース

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及びＬＥＤ

ライトにより，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，操作は放射線防護具（全

面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

タイベック）を着用又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はな

い。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及

びＬＥＤライトを携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，アクセスルート

上に支障となる設備はない。 

 

操作性 ：可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注

所～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３，４保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安５分（第３保管エリア～原子炉

建物周辺） 

・大量送水車配置：所要時間目安７分※４（原子炉建物

周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：想定時

間１時間 20 分，所要時間目安１時間 18分 

     ・送水準備（ホース敷設及び送水ヘッダ接続）：所要

時間目安１時間 18 分※４（原子炉建物西側接続口・

南側接続口周辺） 

    ●大量送水車起動，補給開始：想定時間５分，所要時間

目安５分 

     ・系統構成：所要時間目安１分※４（操作対象１弁：原

子炉建物西側接続口・南側接続口周辺） 

     ・大型送水ポンプ車起動，補給開始：所要時間目安４

分※４（原子炉建物周辺） 

※４：並行して作業を行う。 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路   ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 使用する資機材の相

違 
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の接続は，汎用の結合金具(オス・メス)であり，

容易に実施可能である。また，作業エリア周辺

には，支障となる設備はなく，十分な作業スペ

ースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設

備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，緊急

時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水大型ポンプからのホース接続は，汎用の結

合金具を使用して容易に接続可能である。ま

た，作業エリア周辺には，支障となる設備は

なく，十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話

器（ページング）のうち，使用可能な設備に

より，災害対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結合金具であり，容易に実施可能である。

また，作業エリア周辺には，支障となる設

備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.13.3-8 

8.純水補給水系（仮設発電機使用）による復水貯蔵槽への補給 

(1)大湊側純水移送ポンプ電源復旧 

a.操作概要 

仮設発電機を大型牽引車両にて給水建屋内の純水移送ポ

ンプと接し，ポンプ電源喪失時に復水貯蔵槽へ純水を補給

する。 

b.作業場所 

給水建屋，荒浜側津波対策高台エリア 

c.必要要員数及び時間 

純水補給水系による復水貯蔵槽への補給のうち，仮設発

電機による純水移送ポンプ起動に必要な要員数，時間は以

下のとおり。 

必要要員数:6 名(緊急時対策要員 6 名) 

想定時間  :185 分(実績時間:185 分) 

d.操作の成立性について 

作業環境:ヘッドライトにより夜間における作業性を確保

している。放射性物質が放出される可能性がある

ことから，操作は防護具(全面マスク，個人線量

計，ゴム手袋)を装備又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトほか，ヘッドライトを携行し

ており，夜間においても接近可能である。また，

現場への移動は，地震等による重大事故等が発生

した場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  :仮設発電機の移動は大型牽引車両によるもので

ある。CV ケーブルの敷設は付近に開口部や高所

エリアがないため，容易に作業可能である。CV ケ

ーブルの接続は，特殊な接続方法ではなく，容易

に作業可能である。また，仮設発電機操作も操作

パネルに識別表示がされていることから容易に

操作が可能である。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設

備，衛星電話設備，無線連絡設備)により緊急時

対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

⑬の相違 
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(2)純水補給水系による復水貯蔵槽への補給前の系統構成 

a.操作概要 

仮設発電機により純水移送ポンプを起動し，純水補給水

系による復水貯蔵槽への補給を開始するために現場にて系

統構成を実施する。 

b.作業場所 

廃棄物処理建屋 地上 2 階(管理区域) 

c.必要要員数及び時間 

純水補給水系による復水貯蔵槽への補給のうち，現場に

て系統構成に必要な要員数，時間は以下のとおり。 

必要要員数:2 名(現場運転員 2 名) 

想定時間  :15 分(実績時間:12 分) 

d.操作の成立性について 

作業環境:バッテリー内蔵型 LED 照明を作業エリアに配

備しており，建屋内常用照明消灯時における操

作性を確保している。また，ヘッドライト及び

懐中電灯をバックアップとして携帯している。

操作は汚染の可能性を考慮し防護具(全面マス

ク，個人線量計，ゴム手袋)を装備して作業を

行う。温度についても，作業は屋外のため支障

はない。 

移動経路:バッテリー内蔵型 LED 照明をアクセスルート

上に配備しており近接可能である。また，ヘッ

ドライト及び懐中電灯をバックアップとして

携帯している。また，現場への移動は，地震等

による重大事故等が発生した場合でも安全に

移動できる経路を移動する。 
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操作性  :通常の弁操作であり，容易に実施可能である。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，携帯型音声呼出電話設備)により，中央

制御室に連絡する。 

 

 

添付資料 1.13.3-9 

9.淡水貯水池から防火水槽への補給 

(1)淡水貯水池から防火水槽への補給 

a.操作概要 

淡水貯水池から防火水槽の間にあらかじめ敷設してある

ホースの水張りを行う。 

水張りを行うとともに，淡水貯水池からの送水ライン敷

設状況に異常がないことを確認，指定の防火水槽までのホ

ースを敷設し，弁開操作により防火水槽への補給を開始す

る。 

b.作業場所 

屋外(淡水貯水池，防火水槽付近) 

c.必要要員数及び時間 

淡水貯水池から防火水槽への補給に必要な要員数，時間

は以下のとおり。 

必要要員数:2 名(緊急時対策要員) 

想定時間 :85 分(実績時間:75 分) 

d.操作の成立性について 

作業環境:夜間での作業の場合は，ヘッドライト及び懐中

電灯にて作業を行う。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ⑭の相違 
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して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

移動経路:基本徒歩での作業を想定している。(道路が健

全の場合は車両を使用する) また，現場への移

動は，地震等による重大事故等が発生した場合

でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  :弁の開閉操作に特殊な操作はなく，ホースの接

続も汎用の結合金具(オス・メス)であり，容易

に実施可能である。また，作業エリア周辺には，

支障となる設備はなく，十分な作業スペースを

確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部と連絡をとる。 
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添付資料 1.13.4-7 

7. 大量送水車による輪谷貯水槽（東１）又は輪谷貯水槽（東２）

から輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への補給 

(1) 大量送水車による輪谷貯水槽（東１）又は輪谷貯水槽（東

２）から輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への

補給 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，大量送水車による輪谷貯水槽（東１）

又は輪谷貯水槽（東２）から輪谷貯水槽（西１）又は輪谷

貯水槽（西２）への補給が必要な状況において，接続口（ホ

ース接続箇所）及び水源を選定し，補給ルートを決定する。 

現場では，指示された補給ルートを確保した上で，大量

送水車により補給する。 

ｂ．作業場所 

屋外(輪谷貯水槽（東１）・輪谷貯水槽（東２），輪谷貯水

槽（西１）・輪谷貯水槽（西２）周辺) 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

    輪谷貯水槽（東１）又は輪谷貯水槽（東２）を水源とし

た大量送水車による輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西

２）への補給に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：６名（緊急時対策要員） 

想定時間 ：１時間 20 分以内（所要時間目安※１：１時

間） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

    想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（東１）・輪谷貯

水槽（東２），輪谷貯水槽（西１）・輪谷貯水槽（西

２）周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分 

     ・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 13分 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，代替淡

水源（措置）への淡水補

給手段を整備 
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・移動：所要時間目安３分（第３保管エリア～輪谷貯

水槽（東１）及び輪谷貯水槽（東２）） 

・大量送水車配置：所要時間目安 10分（輪谷貯水槽（東

１）及び輪谷貯水槽（東２）周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設）：想定時間 20分，所要時間目

安 16分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 16分（輪谷

貯水槽（東１）及び輪谷貯水槽（東２），輪谷貯水

槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

    ●ハッチ開放，ホース投入：想定時間 10分，所要時間目

安５分 

     ・ハッチ開放，ホース投入：所要時間目安５分（輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

    ●大量送水車起動，補給開始：想定時間５分，所要時間

目安４分 

・大量送水車起動，補給開始：所要時間目安４分（輪

谷貯水槽（東１）及び輪谷貯水槽（東２）周辺） 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。 

       温度についても，作業は屋外のため支障は

ない。 

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。  

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の

結合金具であり，容易に実施可能である。

また，作業エリア周辺には，支障となる設

備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 
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添付資料 1.13.3-10 

10．可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による防火水槽への海水補給 

 

 

(1)可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による防火水槽への海水補給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による

防火水槽への海水補給が必要な状況において，海水取水箇所

を選定し，補給ルートを決定する。 

 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，可搬型

代替注水ポンプ(A-2 級)により補給する。 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(護岸)，防火水槽周辺) 

 

 

c.必要要員数及び時間 

可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)による送水に必要な要員

数，時間は以下のとおり。 

 

 

必要要員数:3 名(緊急時対策要員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．可搬型代替注水大型ポンプによる西側淡水貯水設備への補給 

 

 

(1) 可搬型代替注水大型ポンプによる西側淡水貯水設備への補

給 

ａ．操作概要 

災害対策本部長代理は，可搬型代替注水大型ポンプによ

る西側淡水貯水設備への補給が必要な状況において，水源

を選定し，補給ルートを決定する。 

 

現場では，指示された補給ルートを確保した上で，可搬

型代替注水大型ポンプにより補給する。 

ｂ．作業場所 

屋外（常設代替高圧電源装置置場周辺，取水箇所（代替

淡水貯槽，淡水タンク，ＳＡ用海水ピット）周辺） 

 

ｃ．必要要員数及び所要時間 

代替淡水貯槽，淡水タンク及び海を水源とした可搬型代

替注水大型ポンプによる西側淡水貯水設備への補給とし

て，水源ごとの補給に必要な要員数，所要時間は以下のと

おり。 

必要要員数   ：「代替淡水貯槽を水源とした場合」9

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡す

る。 

 

 

添付資料 1.13.4-8 

8. 大型送水ポンプ車による輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽

（西２）への海水補給 

 

(1) 大型送水ポンプ車による輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水

槽（西２）への海水補給 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，大型送水ポンプ車による輪谷貯水槽

（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への海水補給が必要な状

況において，海水取水箇所を選定し，補給ルートを決定す

る。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，大型

送水ポンプ車により補給する。 

ｂ．作業場所 

屋外(取水箇所(非常用取水設備)，輪谷貯水槽（西１）・

輪谷貯水槽（西２）周辺) 

 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

    海を水源とした大型送水ポンプ車による送水に必要な要

員数，想定時間は以下のとおり。 

 

 

必要要員数:12名（緊急時対策要員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ①の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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想定時間  :190 分(実績時間なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名（重大事故等対応要員 8名，運転員

等 1名） 

「淡水タンクを水源とした場合」9名

（重大事故等対応要員 8名，運転員等

1名） 

「海を水源とした場合」9名（重大事

故等対応要員 8名，運転員等 1名） 

所要時間目安※１ ：「代替淡水貯槽を水源とした場合」

165分以内（放射線防護具着用，移動

及びホース敷設を含む） 

「淡水タンクを水源とした場合」150

分以内（放射線防護具着用，移動及び

ホース敷設を含む） 

「海を水源とした場合」220分以内（放

射線防護具着用，移動及びホース敷設

を含む） 

※1：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

想定時間  :３時間 20分以内（所要時間目安※１：３時間

７分） 

 

 

 

 

 

 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬によ

り算定した時間 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備，輪谷貯水槽

（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（大型送水ポンプ車）：想定時間 10分，

所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大型送水ポンプ車）：所要時間目

安 10分（第４保管エリア） 

●大型送水ポンプ車配置：想定時間１時間 10分，所要時

間目安１時間８分 

・大型送水ポンプ車配置：所要時間目安１時間８分（非

常用取水設備周辺） 

    ●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 15分，所要

時間目安１時間 13分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安１時間 13分

（非常用取水設備，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯

水槽（西２）） 

 ⑱の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.13-618



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及びＬＥＤ

ライトにより，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，操作は放射線防護具（全

面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

タイベック）を着用又は携行して作業を行う。

温度についても，作業は屋外のため支障はな

い。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及

びＬＥＤライトを携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，アクセスルート

上に支障となる設備はない。 

    ●大型送水ポンプ車起動，補給開始：想定時間 10分，所

要時間目安４分 

・大型送水ポンプ車起動，補給開始：所要時間目安４

分（非常用取水設備周辺） 

 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２），原子炉建物南側法面周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所

要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

    ●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間５分，所要

時間目安 57 分 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 57分（輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２），原子炉建

物南側法面周辺） 

    ●ハッチ開放，ホース投入：想定時間 10分，所要時間目

安５分 

・ハッチ開放，ホース投入：所要時間目安５分（輪谷

貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）） 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 使用する資機材の相

違 
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場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  : 可搬型代替注水ポンプ(A-2 級)からのホース

の接続は，汎用の結合金具(オス・メス)であり，

容易に実施可能である。また，作業エリア周辺

には，支障となる設備はなく，十分な作業スペ

ースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作性 ：可搬型代替注水大型ポンプからのホース接続

は，汎用の結合金具を使用して容易に接続可

能である。また，作業エリア周辺には，支障

となる設備はなく，十分な作業スペースを確

保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡

設備（固定型，携帯型），電力保安通信用電

話設備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話

器（ページング）のうち，使用可能な設備に

より，災害対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

合でも安全に移動できる経路を移動する。  

操作性     ：大型送水ポンプ車からのホースの接続は，

汎用の結合金具であり，容易に実施可能で

ある。また，作業エリア周辺には，支障と

なる設備はなく，十分な作業スペースを確

保している。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.13.3-11 

11.大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給 

 

 

(1) 大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，大容量送水車（海水取水用）による

防火水槽への海水補給が必要な状況において，海水取水箇

所を選定し，補給ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，大容

量送水車（海水取水用）により補給する。 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(海水取水ピット)，防火水槽周辺) 

 

c.必要要員数及び時間 

大容量送水車（海水取水用）による防火水槽への海水補

給に必要な要員数，時間は以下のとおり。 

 

必要要員数:8 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :300分(実績時間なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4-9 

9. 大量送水車による輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）

への海水補給 

 

(1)  大量送水車による輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西

２）への海水補給 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，大量送水車による輪谷貯水槽（西１）

又は輪谷貯水槽（西２）への海水補給が必要な状況におい

て，海水取水箇所を選定し，補給ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，大量

送水車により補給する。 

ｂ．作業場所 

屋外(取水箇所(非常用取水設備)，輪谷貯水槽（西１）・

輪谷貯水槽（西２）周辺) 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

海を水源とした大量送水車による輪谷貯水槽（西１）又

は輪谷貯水槽（西２）への海水補給に必要な要員数，想定

時間は以下のとおり。 

必要要員数：12 名(緊急時対策要員) 

想定時間  ：２時間 30 分以内（所要時間目安※１：１時

間 16分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２）周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，

所要時間目安 32分（第４保管エリア） 

     ・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所

～第４保管エリア） 

    ●車両健全性確認（ホース展張車）：想定時間 10分，所 

要時間目安 10分 

・車両健全性確認（ホース展張車）：所要時間目安 10

分（第４保管エリア） 

    ●送水準備（ホース敷設及びハッチ開放）：想定時間１

時間 40分，所要時間目安 31分 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ⑯の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ⑱の相違 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，想定時

間内訳を記載 
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d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 26分（非常

用取水設備，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西

２）） 

          ・ハッチ開放：所要時間目安５分（輪谷貯水槽（西１）

及び輪谷貯水槽（西２）） 

 

【緊急時対策要員６名】（非常用取水設備周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，

所要時間目安 28分（第３保管エリア） 

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所

～第３保管エリア） 

●車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：想定

時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認（大量送水車，ホース展張車）：所

要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 11分 

・移動：所要時間目安３分（第３保管エリア～非常用

取水設備） 

・大量送水車配置：所要時間目安８分（非常用取水設

備周辺） 

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間 30分，所要

時間目安 23 分 

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 23分（非常

用取水設備） 

●大量送水車起動，補給開始：想定時間５分，所要時間

目安４分 

・大量送水車起動，補給開始：所要時間目安４分（非

常用取水設備周辺） 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。温度についても，作業は屋外のため支

障はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 使用する資機材の相

違 
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移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  : 大容量送水車（海水取水用）からのホースの

接続は，汎用の結合金具であり，容易に実施可

能である。また，作業エリア周辺には，支障と

なる設備はなく，十分な作業スペースを確保し

ている。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。  

操作性     ：大量送水車からのホースの接続は，汎用の

結合金具であり，容易に実施可能である。

また，作業エリア周辺には，支障となる設

備はなく，十分な作業スペースを確保して

いる。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.13.3-12 

12.代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補給 

 

(1) 代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水補

給 

 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，代替原子炉補機冷却海水ポンプによる

防火水槽への海水補給が必要な状況において，海水取水箇所

を選定し，補給ルートを決定する。 

現場では，指示された送水ルートを確保した上で，海水取

水ポンプにより補給する。 

b.作業場所 

屋外(取水箇所(海水取水ピット)，防火水槽周辺) 

c.必要要員数及び時間 

代替原子炉補機冷却海水ポンプによる防火水槽への海水

補給に必要な要員数，時間は以下のとおり。 

必要要員数:11 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :420分(実績時間なし) 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

 

操作性  : 代替原子炉補機冷却海水ポンプからのホース

の接続は，専用の結合金具であり，容易に実施

可能である。また，作業エリア周辺には，支障

となる設備はなく，十分な作業スペースを確保

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，代替淡

水源（措置）への海水補

給について大量送水車

又は大型送水ポンプ車

を使用する手段を整備 
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連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 
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添付資料 1.13.4-10 

10.原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の水源切替え 

(1) 原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の水源切替え 

ａ．操作概要 

サプレッション・プール水枯渇，サプレッション・チェ

ンバ破損又はサプレッション・プール水温上昇等によりサ

プレッション・チェンバが使用できない場合において，復

水貯蔵タンクの水位計が健全であり，水位が確保されてい

る場合は，原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の

水源をサプレッション・チェンバから復水貯蔵タンクへ切

り替える。 

ｂ．作業場所 

制御室建物 ４階（非管理区域）（中央制御室） 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

    中央制御室からの原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプ

レイ系による原子炉圧力容器への注水時におけるサプレッ

ション・チェンバから復水貯蔵タンクへの水源の切替えに

必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：１名（中央制御室運転員１名） 

想定時間 ： ５分以内（所要時間目安※１：５分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

     想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

  ●水源切替え：想定時間５分，所要時間目安５分 

   ・水源切替え：所要時間目安５分（水源切替え操

作開始：中央制御室） 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：常用照明消灯時においても，ＬＥＤライト

（三脚タイプ），ＬＥＤライト（ランタン

タイプ）及びヘッドライトを配備してい

る。 

操作性   ：操作スイッチによる操作であるため，容易

に実施可能である。 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，第一水

源から第二水源へ切り

替える手段を記載 
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添付資料 1.13.4-11 

11.低圧原子炉代替注水槽へ補給する水源の切替え 

(1)  低圧原子炉代替注水槽へ補給する水源の切替え 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした

送水中において，低圧原子炉代替注水槽への淡水補給が継

続できない場合は，淡水補給から海水補給に切り替える。 

なお，水源切替えを速やかに実施するためには，事前に

「大量送水車又は大型送水ポンプ車による大量送水車への

送水」準備を完了させておくことが重要である。 

ｂ．作業場所 

屋外(取水箇所(非常用取水設備)，原子炉建物周辺) 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

    海を水源とした低圧原子炉代替注水槽へ補給する水源の

切替えに必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：12 名（緊急時対策要員） 

想定時間 ： 「海を水源とし大量送水車（２台）を使用

した場合」２時間 10 分以内（所要時間目

安※１：１時間 40分） 

       「海を水源とし大量送水車及び大型送水ポ

ンプ車を使用した場合」２時間 10 分以内

（所要時間目安※１：２時間８分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

     想定時間内訳 

「海を水源とし大量送水車及び大型送水ポンプ車を使用

した場合」 

 添付資料 1.13.4-6 大量送水車による低圧原子炉代替

注水槽への補給手順の「海を水源とし大型送水ポンプ車

及び大量送水車を使用した場合」と同様。 

 

「海を水源とし大量送水車（２台）を使用した場合」 

 添付資料 1.13.4-6 大量送水車による低圧原子炉代替

注水槽への補給手順の「海を水源とし大量送水車（２台）

を使用した場合」と同様。 

 

ｄ．操作の成立性について 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑮の相違 
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作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中

電灯により，夜間における作業性を確保し

ている。また，放射性物質が放出される可

能性があることから，操作は防護具（全面

マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。 

       温度についても，作業は屋外のため支障は

ない。 

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。  

操作性     ：大量送水車及び大型送水ポンプ車からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，容

易に実施可能である。また，作業エリア周

辺には，支障となる設備はなく，十分な作

業スペースを確保している。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.13.3-13 

13．淡水貯水池（あらかじめ敷設してあるホースが使用できる場

合）から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は

A-2 級)への送水の切替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4-12 

12.輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ補給する水源の

切替え 

 

(1) 輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ補給する水

源の切替え 

ａ．操作概要 

緊急時対策本部は，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽

（西２）を水源とした大量送水車の送水中において，水源

を輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海へ切

替えが必要となった場合，大型送水ポンプ車又は大量送水

車により輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）へ海

水補給を行い，水源を輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽

（西２）から海に切り替える。 

ｂ．作業場所 

屋外(輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺，

取水箇所（非常用取水設備)） 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

    海を水源とした輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西

２）へ補給する水源の切替えに必要な要員数，想定時間は

以下のとおり。 

必要要員数 ：「海を水源とし大量送水車を使用した場

合」12名（緊急時対策要員） 

「海を水源とし大型送水ポンプ車を使用

した場合」12名（緊急時対策要員） 

想定時間  ：「海を水源とし大量送水車を使用した場

合」２時間 30分以内（所要時間目安※１：

１時間 14分） 

「海を水源とし大型送水ポンプ車を使用

した場合」３時間 40分以内（所要時間目

安※１：３時間７分） 

 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により

算定した時間 

 

想定時間内訳 

「海を水源とし大量送水車を使用した場合」 

 添付資料 1.13.4-9 大量送水車による輪谷貯水槽（西

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ⑮の相違 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ③の相違 
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(1)淡水貯水池（あらかじめ敷設してあるホースが使用できる場

合）から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は

A-2 級)への送水の切替え 

a.操作概要 

緊急時対策本部は，淡水貯水池を水源とした可搬型代替

注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)の送水中において，水源を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）又は輪谷貯水槽（西２）への海水補給手順と同様。 

 

「海を水源とし大型送水ポンプ車を使用した場合」 

 添付資料 1.13.4-8 大型送水ポンプ車による輪谷貯水

槽（西１）又は輪谷貯水槽（西２）への海水補給手順と

同様。 

 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境   ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐

中電灯により，夜間における作業性を確

保している。また，放射性物質が放出さ

れる可能性があることから，操作は防護

具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，

ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 温度についても，作業

は屋外のため支障はない。 

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト

及び懐中電灯を携帯しており，夜間におい

ても接近可能である。また，現場への移動

は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。  

操作性     ：大量送水車及び大型送水ポンプ車からのホ

ースの接続は，汎用の結合金具であり，容

易に実施可能である。また，作業エリア周

辺には，支障となる設備はなく，十分な作

業スペースを確保している。 

連絡手段   ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通

信設備（固定型，携帯型），電力保安通信

用電話設備，所内通信連絡設備（警報装置

を含む。）のうち，使用可能な設備により

緊急時対策本部及び中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 ③の相違 
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淡水貯水池から海へ切替えが必要となった場合，一旦可搬

型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を停止し，水源を淡

水貯水池から海に切り替える。水源切替えが完了後に再度

可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)を起動し送水を

行う。 

なお，水源切替えを速やかに実施するためには，事前に

「大容量送水車（海水取水用）による可搬型代替注水ポン

プ(A-1 級又は A-2 級)への送水」準備を完了させておくこ

とが重要である。 

 

b.作業場所 

屋外(原子炉建屋周辺，取水箇所(防火水槽)周辺) 

 

c.必要要員数及び時間 

淡水貯水池から海を水源とした可搬型代替注水ポンプ

(A-1 級又は A-2 級)への送水の切替えに必要な要員数，時

間は以下のとおり。 

必要要員数:4 名(緊急時対策要員) 

想定時間  :40 分(実績時間なし) 

(大容量送水車（海水取水用）の準備か

ら切替えを実施した場合は，325 分で

対応可能である。） 

 

d.操作の成立性について 

作業環境:車両の作業用照明・ヘッドライト，懐中電灯及

び LED 多機能ライトにより，夜間における作

業性を確保している。放射性物質が放出される

可能性があることから，操作は防護具(全面マ

スク，個人線量計，ゴム手袋)を装備又は携行

して作業を行う。温度についても，作業は屋外

のため支障はない。 

移動経路:車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト，懐

中電灯及び LED 多機能ライトを携帯しており，

夜間においても接近可能である。また，現場へ

の移動は，地震等による重大事故等が発生した

場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

操作性  :可搬型代替注水ポンプ(A-1 級又は A-2 級)か

らのホースの接続は，汎用の結合金具(オス・
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メス)であり，容易に実施可能である。また，

作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，

十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段:通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話

設備，衛星電話設備，無線連絡設備)により，

緊急時対策本部及び中央制御室に連絡する。 
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7．水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準備・給油作業にお

ける放射線量等の影響について 

重大事故等対策の有効性評価における水源の補給準備・補給作

業及び燃料の給油準備・給油作業の成立性を確認するため，作業

員の実効線量評価を行う。 

ａ．想定シナリオ 

被ばく線量の観点で最も厳しくなる格納容器破損モード

「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）」で想定される事故シーケンスグループ等のうち，

代替循環冷却系を使用できない場合を想定した事故シナリ

オを選定する。 

ｂ．作業時間帯 

屋外の放射線量が高い場合は緊急時対策所にて待機し，

事象進展の状況や屋外の放射線量等から，作業員の被ばく

低減と，屋外作業早期開始による正と負の影響を考慮した

上で，総合的に判断する。実効線量評価においては，保守

的な評価とする観点から，屋外作業実施が可能と考えられ

る線量率に低減する格納容器ベント実施 3時間後とする。 

 

 

 

 

 

 

ｃ．被ばく経路 

水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準備・給油作

業における評価対象とする被ばく経路を第 1表に示す。 

ｄ．その他（温度及び湿度） 

「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過

温破損）（代替循環冷却系を使用できない場合）」発生時

に必要な水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準備・

給油作業は屋外作業であることから，温度，湿度の観点で

作業環境は問題とならない。 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4-13 

13.水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準備・給油作業にお

ける放射線量等の影響について 

  重大事故等対策の有効性評価における水源の補給準備・補給作

業及び燃料の給油準備・給油作業の成立性を確認するため，作業

員の実効線量評価を行う。 

ａ．想定シナリオ 

被ばく線量の観点で最も厳しくなる格納容器破損モード

「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）」で想定される事故シーケンスグループ等のうち，残

留熱代替除去系を使用できない場合を想定した事故シナリ

オを選定する。 

ｂ．作業時間帯 

屋外の放射線量が高い場合は緊急時対策所にて待機し，

事象進展の状況や屋外の放射線量等から，作業員の被ばく

低減と，屋外作業早期開始による正と負の影響を考慮した

上で，総合的に判断する。実効線量評価においては，保守

的な評価とする観点から，屋外作業実施が可能と考えられ

る線量率に低減する格納容器ベント実施３時間後とする。 

なお，低圧原子炉代替注水槽への補給準備作業及び大量

送水車への燃料給油準備作業は，必要時に補給作業が可能

となる状態とするため，あらかじめ格納容器ベント前に実

施する。 

 

 

ｃ．被ばく経路 

水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準備・給油作

業における評価対象とする被ばく経路を第１表に示す。 

ｄ．その他（温度及び湿度） 

「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過

温破損）（残留熱代替除去系を使用できない場合）」発生時

に必要な水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準備・

給油作業は屋外作業であることから，温度，湿度の観点で

作業環境は問題とならない。 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，水源の

補給準備・補給作業及び

燃料の給油準備・給油作

業における放射線量等

の影響について記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，補給準

備作業を格納容器ベン

ト前に実施し，補給が可

能な状態を準備 
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第 1表 評価対象とする被ばく経路 

（格納容器ベント実施後の屋外作業） 

 

 

ｅ．主な評価条件及び評価結果 

主な評価条件及び被ばく線量の確認結果を第 2表，可搬

型代替注水中型ポンプによる水源の補給準備・補給作業及

び燃料の給油準備・給油作業のタイムチャートを第 3表に

示す。水源の補給準備・補給作業における作業員の実効線

量は約 61mSv，燃料の給油準備・給油作業における作業員

の実効線量は約 26mSvとなり，作業可能である。 

 

 

第 2表 主な評価条件及び被ばく線量の確認結果 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 評価対象とする被ばく経路 

（格納容器ベント実施後の屋外作業） 

 

 

 

ｅ．主な評価条件及び評価結果 

主な評価条件及び被ばく線量の確認結果を第２表，大量

送水車による水源の補給準備・補給作業及び燃料の給油準

備・給油作業のタイムチャートを第３表に示す。水源の補

給準備作業における作業員の実効線量は約 28mSv，補給作

業における作業員の実効線量は約 15mSv，燃料の給油準備

作業における作業員の実効線量は約 4.3mSv，給油作業にお

ける作業員の実効線量は約 3.6mSvとなり作業可能である。 

 

第２表 主な評価条件及び被ばく線量の確認結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 被ばく線量の確認結

果の相違 
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8．取水源からの取水時の異物管理について 

重大事故等時には，常設設備の水源より原子炉圧力容器への注

水，原子炉格納容器内の冷却，原子炉格納容器下部への注水，原

子炉ウェルへの注水及び使用済燃料プールへの注水／スプレイ

を実施するが，常設設備の水源は水量が有限であるため，可搬型

代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプによる代替

淡水貯槽，西側淡水貯水設備，淡水タンク及び海（海水取水箇所

（ＳＡ用海水ピット））を水源とした接続口への直接送水又は注

水等で使用している水源への補給を実施する。 

 

常設設備へ送水する際は，津波等の自然災害の影響により，取

水箇所にがれき等の漂流物が浮遊又は水底に堆積していること

が懸念されるが，可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水

大型ポンプ付属の水中ポンプユニットについては，吸込み部を水

面より低く着底しない位置に固定して設置するため，漂流物の影

響を受けにくい。また，水中ポンプユニットの吸込み部にはスト

レーナを設置しているため，異物の吸込み防止を図ることが可能

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.4-14 

14. 取水源からの取水時の異物管理について 

   重大事故等時には，常設設備の水源より原子炉圧力容器への

注水，原子炉格納容器内の冷却及び原子炉格納容器下部への注

水を実施するが，常設設備の水源は水量が有限であるため，大

量送水車又は大型送水ポンプ車による輪谷貯水槽（西１）及び

輪谷貯水槽（西２），淡水タンク並びに海（海水取水箇所）を

水源とした接続口への直接送水又は注水等で使用している水源

への補給を実施する。 

 

 

   常設設備へ送水する際は，津波等の自然災害の影響により，

取水箇所にがれき等の漂流物が浮遊又は水底に堆積しているこ

とが懸念されるが，大量送水車又は大型送水ポンプ車付属の水

中ポンプユニットについては，吸込み部を水面より低く着底し

ない位置に固定して設置するため，漂流物の影響を受けにくい。 

また，水中ポンプユニットの吸込み部にはストレーナを設置

しているため，異物の吸込み防止を図ることが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，取水時

の異物管理について記

載 
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添付資料 1.13.4 

淡水貯水池から海への水源切替えの判断基準について 

 

 

1.はじめに 

原子炉圧力容器への注水等の各種注水において復水貯蔵槽及

びサプレッション・チェンバを水源として使用できない場合に

淡水貯水池を水源として使用することとしている。淡水貯水池

が枯渇した場合は，水源を海へ切り替える必要があることから，

水源を淡水貯水池から海へ切り替える際の判断基準の考え方を

示す。 

 

 

 

 

2.水源を淡水貯水池から海へ切り替える際の考え方 

 

 

水源の淡水貯水池から海へ切り替えは，原子炉圧力容器への

注水等の各種注水が途切れることがなく，かつ淡水をできる限

り使用する運用とする。 

 

よって海を水源とする対応の準備中における各種注水での必

要水量を算出し，その必要水量を淡水貯水池から送水できなく

なる前に，海を水源とした各種注水の準備作業を開始する。 

 

 

3. 1～7 号炉の必要注水量の設定について 

1～7 号炉の必要注水量については，1～7 号炉の使用済燃料

プールにおける使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量以上の注水量

と 6 号及び 7 号炉は原子炉圧力容器への注水や格納容器スプ

レイを実施していることも考慮し，復水貯蔵槽への補給量を必

要注水量とする。 

 

(1) 1～7 号炉の使用済燃料崩壊熱相当以上の注水量について 

 

使用済燃料プールにおける使用済燃料崩壊熱相当での蒸発

量は，6 号及び 7 号炉の運転中の使用済燃料崩壊熱相当での

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.5 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海への水源切替

えの判断基準について 

 

1.はじめに 

原子炉圧力容器への注水等の各種注水において低圧原子炉代

替注水槽及びサプレッション・チェンバを水源として使用でき

ない場合に輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源

として使用することとしている。輪谷貯水槽（西１）及び輪谷

貯水槽（西２）が枯渇した場合又は土石流の発生により輪谷貯

水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）が使用できない場合に，

水源を海へ切り替える必要があることから，水源を輪谷貯水槽

（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海へ切り替える際の判断

基準の考え方を示す。 

 

2.水源を輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海へ切

り替える際の考え方 

(1) 輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）が枯渇する場合 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）が枯渇する場合

は，海を水源とした補給を実施することで，原子炉圧力容器へ

の注水等の各種注水が途切れることがなく，かつ淡水をできる

限り使用する運用とする。 

よって，海を水源とした補給の準備中における各種注水での

必要水量を算出し，その必要水量を輪谷貯水槽（西１）及び輪

谷貯水槽（西２）から送水できなくなる前に，海を水源とした

補給の準備作業を開始する。 

 

a. １，２号炉の必要注水量の設定について 

１，２号炉の必要注水量については，１号炉及び２号炉の燃

料プールにおける使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量以上の注

水量と原子炉圧力容器への注水や格納容器スプレイを実施し

ていることも考慮した注水量とする。 

 

 

(a) １，２号炉の使用済燃料崩壊熱相当以上の注水量について 

 

燃料プールにおける使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量は，

２号炉の運転中の使用済燃料崩壊熱相当での蒸発量を算出

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ⑯の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 プラント基数の相違 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 
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蒸発量を算出し，保守的に 1～5 号炉にもその蒸発量を適用す

る。 

 

6 号及び 7 号炉の運転中の使用済燃料プールにおける使用

済燃料崩壊熱相当での蒸発量を以下の条件で求める。（保守的

に評価するため顕熱は考慮しない。） 

【条件】 

運転中の使用済燃料プール中の崩壊熱：2.6[MWt] 

 

 

100℃の水の蒸発潜熱：2256 [kJ/kg] 

100℃の水の密度：958[kg/m3] 

2.6×103kJ/s÷2256kJ/kg÷958kg/m3×3600s/h=4.33m3/h≒5

m3/h 

 

以上から 1 プラントあたりの使用済燃料プールへの必要注

水量は 5m3/h であり，1～7 号炉全体で 35 m3/h が使用済燃料

崩壊熱相当以上の注水量となる。 

 

(2) 6 号及び 7 号炉の復水貯蔵槽への補給量について 

 

 

 

6 号及び 7 号炉は原子炉圧力容器への注水や格納容器スプ

レイを実施していることも考慮し，復水貯蔵槽へ 130m3/h（復

水貯蔵槽への最大補給量）で補給を行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.水源切替え時の淡水貯水池の水位 

 

水源を淡水貯水池から海に切り替える作業に掛かる時間は約

325 分であり，保守性を見込んで約 6 時間とすると，水源切替

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し，保守的に１号炉にもその蒸発量を適用する。 

 

 

２号炉の運転中の燃料プールにおける使用済燃料崩壊熱

相当での蒸発量を以下の条件で求める。（保守的に評価する

ため顕熱は考慮しない。） 

【条件】 

運転中の燃料プール中の崩壊熱：2.2[MWt] 

 

 

100℃の水の蒸発潜熱：2,256[kJ/kg] 

100℃の水の密度：958[kg/m3] 

2.2×103kJ/s÷2256kJ/kg÷958kg/m3×3600s/h=3.67m3/h

≒4m3/h 

 

以上から２号炉の燃料プールへの必要注水量は４m3/h で

あり，１，２号炉全体で８m3/hが使用済燃料崩壊熱相当以上

の注水量となる。 

 

(b) ２号炉への注水量について 

 

 

 

２号炉は原子炉圧力容器への注水や格納容器スプレイを

実施していることも考慮し， 120m3/hで注水を行うこととす

る。 

 

(c) 大量送水車の水中ポンプが送水可能な必要最低水位につ

いて 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から大量送水

車の水中ポンプを使用して原子炉圧力容器への注水等を実

施するためには，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）

は 700mm（1,183ｍ3）の水位が必要 

 

b. 水源切替え時の輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽

（西２）の水位 

水源を輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海に

切り替える作業に掛かる時間は最大で約２時間 30 分であり，

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，単独申

請 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 評価条件の相違 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 プラント基数及び評

価条件の相違 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，単独申

請 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，単独申

請，必要な注水量の相違 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，送水に

使用する水中ポンプの

使用可能な最低水位を

考慮 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7】 
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え時の必要水量は以下のとおりとなる。 

 

 

1～7 号炉の使用済燃料崩壊熱相当以上の注水に必要な水量 

5ｍ3 /h×6h×7 プラント＝210ｍ3 

 

6 号及び 7 号炉の復水貯蔵槽への補給に必要な水量 

 

130m3/h×6h×2 プラント＝1560ｍ3 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の必要水量 

210ｍ3 ＋1560ｍ3 ＝1770ｍ3 

 

 

 

以上のことから 1770ｍ3 の必要水量が淡水貯水池から送水可

能であれば，海を水源とした各種注水の準備中であっても，淡

水貯水池を水源とした各種注水が途切れることはない。よって

水源切替え時の必要水量 1770ｍ3 を上回る 2470ｍ3 送水可能な

淡水貯水池の水位 T.P.43.8m で，海を水源とした各種注水の準

備作業を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保守性を見込んで約３時間とすると，水源切替え時の必要水量

は以下のとおりとなる。 

 

使用済燃料崩壊熱相当以上の注水に必要な水量 

4ｍ3/h×3h×2プラント＝24ｍ3 

 

２号炉への注水に必要な水量 

120m3/h×3h＝360ｍ3 

 

 

 

大量送水車水中ポンプ必要最低水位 

700mm（1,183ｍ3） 

 

 

 

 

全体の必要水量 

24ｍ3 ＋360ｍ3 ＋1,183ｍ3＝1,567ｍ3 

 

 

 

以上のことから 1,567ｍ3 の必要水量が輪谷貯水槽（西１）

及び輪谷貯水槽（西２）から送水可能であれば，海を水源とし

た補給の準備中であっても，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水

槽（西２）を水源とした各種注水が途切れることはない。よっ

て，水源切替え時の必要水量 1,567ｍ3 に余裕を見た 2,202ｍ3

送水可能な輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）の水位

1,300mmで，海を水源とした補給の準備作業を開始する。 

 

 

 

(2) 土石流の発生により輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西

２）が使用できない場合 

構内監視カメラによる確認や現場作業員による目視確認によ

り，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺の土石流

危険区域において土石流発生を確認した場合には，輪谷貯水槽

（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海を水源とする原子炉等

 ⑱の相違 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 保有する号炉の相違 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，単独申

請，必要な補給水量の相

違 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，送水に

使用する水中ポンプの

使用可能な最低水位を

考慮 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 必要な補給水量の相

違 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 海水注水へ切り替え

る判断基準水位の相違 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，土石流

の発生により輪谷貯水

槽（西１）及び輪谷貯水

槽（西２）が使用できな
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5.まとめ 

淡水貯水池から海への水源の切替えについては，淡水貯水池

の水位 T.P.43.8m で切替え作業を実施する。淡水貯水池の水位

確認については，原子炉圧力容器への注水等の各種注水での水

の使用量を確認し，淡水貯水池の水位の計算を行っていること

から，1 日/回の目安で淡水貯水池に設置した水位計を目視にて

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

への注水への切替え等の手順を講じることを決定・実施する。 

なお，輪谷貯水槽（西１）及び（西２）周辺の土石流危険区

域において土石流発生が確認されていない状況においても，発

電所構内の状況，防災気象情報（警戒レベル相当情報）及び発

電所構内雨量計による計測値を参考に，あらかじめ海水注水切

替え等の事前準備を実施する，並びに人的被害の予防の観点で，

海水注水切替え等を決定・実施する場合がある。 

 

3.まとめ 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）が枯渇する場合

は，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）の水位 1,300mm

で海を水源とした補給準備作業を実施する。輪谷貯水槽（西１）

及び輪谷貯水槽（西２）の水位確認については，原子炉圧力容

器への注水等の各種注水での水の使用量を確認し，輪谷貯水槽

（西１）及び輪谷貯水槽（西２）の水位の計算を行っているこ

とから，１日／回の目安で輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽

（西２）に設置した水位計を目視にて確認する。 

構内監視カメラによる確認や現場作業員による目視確認によ

り，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）周辺の土石流

危険区域において土石流発生を確認した場合には，輪谷貯水槽

（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から海を水源とする原子炉等

への注水への切替え等の手順を講じることを決定・実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くなる場合があるため，

その場合における海を

水源とした原子炉等へ

の注水切替えについて

記載 
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添付資料 1.13.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.13.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，給水経

路を掲載 
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添付資料 1.13.7 

送水ヘッダと接続口を誤接続及び誤操作した場合の検知について 

 

1. 接続口への誤接続及び誤操作防止 

接続口への誤接続及び誤操作防止のため，以下のような対策

を行うこととしている。 

(1) 設計上の対策 

緊急時対策要員が行う送水ヘッダから各接続口へのホース

接続については，送水ヘッダの接続部と原子炉建物に設置され

た接続口を任意に設定できるようにしているため，誤接続が発

生しない設計とする。 

また，原子炉等へ注水する場合は，接続口の下流に設置され

た隔離弁の操作により注水先を選択する設計としており，隔離

弁の誤操作防止のため，隔離弁に銘板を設置することにより識

別可能な設計とするとともに，配管に系統名を明記し識別性を

高める設計とする。 

 

 

図１ 送水ヘッダと接続口の接続概要 

 

(2) 運用上の対策 

ホース接続作業及び隔離弁の操作は，複数名の緊急時対策要

員で実施し作業の信頼性を高めており，また，作業時の基本動

作である指差呼称の徹底や訓練の積み重ねによる習熟を図る

こととしている。 

 

以上の取り組みにより，緊急時対策要員が送水ヘッダと各接続

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，原子炉

等への注水手順におい

て，送水ヘッダを用いる

ることから，送水ヘッダ

から接続口間のホース

の誤接続及び隔離弁の

誤開放した場合の検知

について記載 
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口を誤接続する可能性は発生しないと考えており，また，隔離

弁を誤操作する可能性は小さいと考えているが，仮に操作対象

隔離弁の誤開放操作が発生した場合の検知及び影響について検

討を行った。 

 

2. 操作対象隔離弁誤開放発生時の検知性 

(1) 現場の緊急時対策要員による検知 

送水ヘッダから原子炉圧力容器への注水等に使用する原子

炉建物に設置された接続口までのホースの接続による誤接続

は設備設計上発生しないことから，ここでは格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）へ注水するための隔離弁（図２①）操作につ

いて，低圧原子炉代替注水系（可搬型）へ注水する隔離弁（図

２②）の誤開放操作を実施した場合を仮定し，その状態の概要

図を図２に示す。 

この場合であっても，以下のとおり緊急時対策要員による運

用上の対策を実施することで現場での誤開放操作の検知が可

能である。 

・緊急時対策要員はホース接続後，原子炉建物に設置している

隔離弁（図２②）の開操作を行うが，操作する隔離弁には，

弁名称を記載した銘板が設置されていること，隔離弁に接続

された配管には系統名称が記載されていることから誤開放

操作の検知が可能。 

・隔離弁開放操作時は，銘板の付いた操作対象弁と手順書との

指差呼称による照合により，誤開放操作を検知可能。 

 

図２ 原子炉建物周り ホース接続図 
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(2) 中央制御室運転員による検知 

誤開放操作の発生について緊急時対策要員が現場で検知で

きなかった場合は，中央制御室運転員による検知が可能であ

る。中央制御室運転員は，大量送水車による各注水を開始する

タイミングにおいて，注水開始に伴い変動が現れるパラメータ

（表１参照）を監視しているため，注水開始の連絡が中央制御

室に来たにもかかわらず，想定しているパラメータ変化が確認

できないことにより誤開放操作の発生を検知可能である。この

ように，中央制御室にて原子炉建物に設置している隔離弁の誤

開放操作を検知した場合には，現場の緊急時対策要員に速やか

に誤開放操作発生の連絡を行い，連絡を受けた緊急時対策要員

は操作した隔離弁の確認を行う。 

 

表１ 大量送水車を用いた注水操作時の監視パラメータ 

 

3. 誤開放操作に伴う影響 

仮に隔離弁の誤開放操作が発生し，誤開放操作された一部の

系統について注水のための系統構成が成立し，誤開放操作を検

知するまでの間注水が行われる可能性があることから，その影

響について表２にまとめる。表２に示すとおり誤開放操作され

た系統へ注水が行われた場合でも，その影響は軽微であり問題

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注水手段 主な監視パラメータ 

① 低圧原子炉代替注水系（可搬型） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量(狭帯域用) 

② 格納容器代替スプレイ系（可搬型） 

ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

格納容器代替スプレイ流量 

③ ペデスタル代替注水系（可搬型） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

ペデスタル水位 

ペデスタル代替注水流量 

ペデスタル代替注水流量(狭帯域用) 

④ 
燃料プールスプレイ系 

（常設スプレイヘッダ） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

⑤ 原子炉ウェル代替注水系 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

原子炉ウェル水位 
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表２ 誤開放操作による注水先への影響 

 

4. まとめ 

大量送水車による送水ヘッダを用いた注水等については，設

備設計において誤接続が発生しない設計としている。また，運

用上においても誤開放操作防止の取り組みを実施することか

ら，誤開放操作が発生する可能性は極めて小さいものと考えて

いる。しかしながら，仮に誤開放操作が発生した場合を想定し，

その検知性を確認した結果，現場の緊急時対策要員及び中央制

御室運転員により誤開放操作の検知は可能と判断でき，また，

誤開放操作された系統へ注水が行われた場合でも問題ないこと

を確認した。 

・隔離弁の誤開放操作については，隔離弁の銘板や隔離弁と接

続された配管に記載された系統名称を操作前に確認すること

及び銘板の付いた操作対象弁と手順書との指差呼称による照

合により，誤開放操作を検知可能。 

・仮に緊急時対策要員による現場での誤開放操作検知ができな

かった場合でも，各注水を開始するタイミングにおいて中央

制御室運転員が関連するパラメータを監視しており，想定し

ているパラメータ変化が確認できないことにより誤開放操作

の検知が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤開放操作した系統 誤開放操作による注水先への影響 

低圧原子炉代替注水系 

（可搬型） 

屋外における弁操作により注水に必要な弁が開状態となるが，屋内

に設置されている弁が全閉となっており注水は開始されないため問

題はない。 格納容器代替スプレイ系 

（可搬型） 

ペデスタル代替注水系 

（可搬型） 

燃料プールスプレイ系 

（常設スプレイヘッダ） 

屋外における弁操作により注水に必要な弁が開状態となった場合，

燃料プールへの注水が開始されるがスキマサージタンクへ水が流入

するため燃料プールの水位は上昇しないこと及び中央制御室運転員

により誤開放操作の検知が短期間で可能であることから問題はな

い。 

原子炉ウェル代替注水系 屋外における弁操作により注水に必要な弁が開状態となった場合，

原子炉格納容器頂部への注水が開始される。原子炉格納容器頂部へ

の注水により原子炉ウェル水位が上昇するが，原子炉ウェルの容積

は大きく水位の上昇は緩やかであること及び中央制御室運転員によ

り誤開放操作の検知が短期間で可能であることから問題はない。 
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添付資料 1.13.8 

 

送水ヘッダを用いた注水手段に係る中央制御室との連携の成立性 

 

重大事故等対策として整備している大量送水車を用いた原子炉

等への注水手段では，現場の原子炉建物の外側に設置した隔離弁

を緊急時対策要員が操作することによって注水操作を行うことと

している。 

一方で，プラントのパラメータを監視し注水の必要性を判断す

るのは中央制御室の運転員であり，監視と操作が離れた場所で行

われる場合があるため，送水ヘッダを用いた注水手段について中

央制御室と現場との連携の観点から確認を行った。 

 

1. 中央制御室から現場への連絡手段について 

(1) 注水操作に係る連絡ルート及び連絡手段の整備状況 

中央制御室から現場の緊急時対策要員へ原子炉建物の外側

に設置した隔離弁操作を依頼する際には，図１に示すとおり緊

急時対策本部を介した連絡を行うこととしている。 

 

図１ 中央制御室から屋外の緊急時対策要員への連絡ルート 

 

中央制御室と緊急時対策本部（緊急時対策所）間で用いる通

信連絡設備として所内通信連絡設備（ハンドセットステーショ

ン）及び電力保安通信用電話設備（固定電話機，PHS 端末）を

整備している。また，これらの通信連絡設備が使用できない場

合においても，重大事故等対処設備として衛星電話設備（固定

型）又は無線通信設備（固定型）を用いた連絡が可能である。 

次に，緊急時対策本部（緊急時対策所）と屋外間で用いる通

信連絡設備として所内通信連絡設備（ハンドセットステーショ

ン）及び電力保安通信用電話設備（PHS 端末）を整備している。

また，これらの通信連絡設備が使用できない場合においても，

重大事故等対処設備として無線通信設備（固定型及び携帯型）

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

等への注水に送水ヘッ

ダを使用し，原子炉建物

の外側に設置した隔離

弁を操作することで注

水を実施することから，

中央制御室と現場の連

携の成立性について記

載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央制御室 

・パラメータ監視 

緊急時対策本部 

（緊急時対策所） 

注水操作に係る依頼 

操作完了連絡 

操作完了 

報告 

注水操作に係 

る指示 

※ 

※：緊急時対策本部に了解を得た上で，無線

通信設備又は衛星電話設備を用いて中央

制御室と屋外の緊急時対策要員が直接連

絡することも可能である 

緊急時対策要員 

・原子炉建物の外側に設置した

隔離弁操作 
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又は衛星電話設備（固定型及び携帯型）を用いた連絡が可能で

ある。（詳細は「重大事故等対処設備について（補足説明資料）」

62 条参照） 

 

2. 中央制御室との連携に係る整理 

送水ヘッダを使用する手段について，主な監視パラメータ，

監視場所及び操作場所を表１に示すとともに，中央制御室との

連携について以下のとおり整理した。 

表１に示す手段のうち，①～③については原子炉圧力容器や

原子炉格納容器の制御を行うための手段であり，速やかな対応

が要求される状況もあることから中央制御室での監視及び操作

が可能な設計，手順としているため連携の問題はない。 

④，⑤，⑥～⑧の各手段については，管理対象となるパラメ

ータの変化が緩やかであり，操作時間余裕が大きい。したがっ

て，管理値に到達する前に中央制御室からの連絡を行うことに

より，想定している範囲内での制御が可能である。 

なお，これらの注水手段では，必要に応じて注水流量を調整

することで注水の発停頻度をさらに低減することもできる。 

 

表１ 注水操作に係る監視パラメータ，監視場所，操作場所一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 手段 主な監視パラメータ 監視場所 操作場所 

① 低圧原子炉代替注水系 

（可搬型） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量 

(狭帯域用) 

中央制御室 中央制御室※１ 

② 格納容器代替スプレイ系 

（可搬型） 

ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力

(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

格納容器代替スプレイ流量 

中央制御室 中央制御室※１ 

③ ペデスタル代替注水系 

（可搬型） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

ペデスタル水位 

ペデスタル代替注水流量 

ペデスタル代替注水流量 

(狭帯域用) 

中央制御室 中央制御室※１ 

④ 燃料プールスプレイ系 

（常設スプレイヘッダ） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

中央制御室 送水ヘッダ 

周辺※２ 

⑤ 燃料プールスプレイ系 

（可搬型スプレイノズル） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

中央制御室 送水ヘッダ 

周辺※２ 

⑥ 第１ベントフィルタ 

スクラバ容器への補給 

スクラバ容器水位 中央制御室 送水ヘッダ 

周辺※２ 

⑦ 低圧原子炉代替注水槽への 

補給 

低圧原子炉代替注水槽水位 中央制御室 送水ヘッダ 

周辺※２ 

⑧ 原子炉ウェル代替注水系 ドライウェル温度（ＳＡ） 

原子炉ウェル水位 

中央制御室 送水ヘッダ 

周辺※２ 

※１：電源が確保されている場合 

※２：原子炉建物外側に設置された隔離弁 
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3. まとめ

中央制御室でパラメータ監視を行い，現場の原子炉建物の外

側に設置した隔離弁を用いて注水操作を実施する手段について

以下の確認を行った。 

・必要な通信連絡設備及び連絡ルートが整備されていること

・管理対象となるパラメータ変化が緩やかであり操作時間余

裕が大きいことから，管理値に到達する前に中央制御室か

らの連絡を行うことが可能であること 

以上のことから，中央制御室と現場との連携に問題はなく，

想定している対応が実施可能であることを確認した。 

1.13-648



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，各判断

基準については本文中

に記載しているため，解

釈一覧の記載なし 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ①の相違 
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・記載表現の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，淡水タ

ンク（自主対策設備）か

ら重大事故等対処設備

の水源である低圧原子

炉代替注水槽への補給

時に操作する弁を記載 
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・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，手順の

リンク先を記載 
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